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甲斐市議会 決算審査特別委員会 会議録 
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審査内容 

１ 令和４年度特別会計及び企業会計の歳入歳出決算認定の件 
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開会 午前 ９時２５分 

 

○書記（深澤隼人君） おはようございます。 

  ただいまから決算審査特別委員会を始めさせていただきます。 

  本日は決算参考資料のナンバー３、ナンバー４、ナンバー５、ナンバー９と指定管理者導

入施設の実績についてを使いますので、ご用意願います。 

  それでは、委員長挨拶。 

  長谷部委員長、よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 改めまして、おはようございます。 

  決算審査特別委員会の最終日となりました。昨日までは一般会計の歳入歳出決算審査、誠

にご苦労さまでした。 

  本日は、残す特別会計及び企業会計の全ての会計となっております。非常にボリュームが

多い内容でありますので、ご協力を賜りますようお願いを申し上げまして挨拶といたします。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（長谷部 集君） ただいまの出席委員は14名であります。定足数に達しておりま

すので、これより決算審査特別委員会を開会いたします。 

  なお、藤原正夫委員におかれましては、遅刻の旨の連絡がありましたのでご報告をいたし

ます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（長谷部 集君） 本日は決算審査特別委員会の最終日であり、各特別会計及び各企

業会計の審査を行います。限られた時間内での審査でありますので、委員各位のご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

  審査に当たり、質疑は一問一答で行い、質問の際は、決算参考資料のページと事業名を言

っていただき、簡潔にお願いをいたします。 

  また、当局側の答弁も簡潔に説明をしていただきたいと思います。皆様のご協力をよろし
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くお願いいたします。 

  それでは、審査に入ります。 

  初めに、認定第２号 令和４年度甲斐市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定の件を議

題といたします。 

  なお、説明及び質疑は歳入歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、歳入歳出一括で当局の説明を求めます。 

  堤保険課長。 

○保険課長（堤 貞治君） おはようございます。 

  保険課から、国民健康保険特別会計決算につきましてご説明いたします。 

  決算書の159ページをお願いいたします。決算書159ページになります。 

  歳入歳出決算総括表でございます。２の歳入額68億3,207万1,847円に対しまして、３の

歳出額68億1,638万525円、４の歳入歳出差引過不足額は1,569万1,322円でございます。 

  それでは、歳入につきましてご説明いたします。 

  決算書156、157ページをお願いいたします。 

  １款国民健康保険税の調定額15億7,472万6,975円に対し、収入済額13億4,130万299円、

収納率は現年課税分95.36％、滞納繰越分31.50％で、前年度と比較して現年課税分は0.73

ポイント、滞納繰越分は1.33ポイント上昇…… 

〔「ページが間違ってる」と呼ぶ者あり〕 

○保険課長（堤 貞治君） すみません、決算書の166、167。 

  もう一度説明させていただきます、すみません。申し訳ございません。 

  決算書166、167ページになります。 

  １款国民健康保険税の調定額15億7,472万6,975円に対し、収入済額13億4,130万299円、

収納率は現年課税分95.36％、滞納繰越分31.50％で、前年度と比較して現年課税分は0.73

ポイント、滞納繰越分は1.33ポイント上昇しております。不納欠損額1,978万3,395円につ

きましては、時効消滅、執行停止、即時消滅等によるものでございます。 

  続いて、税目ごとにご説明いたします。 

  １目一般被保険者国民健康保険税、収入済額13億4,121万2,000円、２目退職被保険者等

国民健康保険税、収入済額８万8,299円、内訳につきましては、各節のとおりでございます。 

  一般被保険者国民健康保険税につきましては、社会保険加入適用の拡大や75歳年齢到達

による後期高齢者医療制度への移行など被保険者数の減少に伴い減少しております。また退
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職被保険者等国民健康保険税につきましては、退職者医療制度の終了により現年課税分はな

く、滞納繰越分のみとなっております。 

  次に、２款使用料及び手数料、１項１目手数料、１節督促手数料、収入済額98万1,631円

でございます。 

  １枚めくっていただき、168、169ページをお願いいたします。 

  ３款国庫支出金、２項国庫補助金、１目１節災害臨時特例補助金、収入済額７万4,000円

につきましては、東日本大震災に伴う医療費の一部負担金免除の特例措置により国から交付

される補助金でございます。 

  次に、３目１節社会保障・税番号制度システム整備費補助金、収入済額６万8,000円につ

きましては、マイナンバーカードの保険証利用における普及促進として、パンフレット印刷

の経費に対する国からの補助金でございます。 

  次に、４款県支出金、１項県補助金、１目保険給付費等交付金、１節保険給付費等交付金

（普通交付分）、収入済額47億778万4,794円、本市の被保険者が医療機関にかかった保険

給付に必要な費用が県から交付されるものでございます。２節保険給付費等交付金（特別交

付分）、収入済額１億4,003万3,000円、保険者努力支援分及び特定健康診査負担金並びに

コロナにより減免となりました国民健康保険税に対する特別調整交付金でございます。 

  次に、３目１節ひとり親家庭医療対策事業費補助金、収入済額173万2,876円及び４目１

節重度心身障がい者医療対策事業費補助金、収入済額５万1,649円につきましては、県単独

事業による医療費窓口無料化に伴う医療費の増加分の２分の１を県から補助金として交付さ

れるものでございます。 

  １枚めくっていただき、170、171ページをお願いいたします。 

  ５款財産収入、１項財産運用収入、１目１節利子及び配当金、収入済額51万6,000円、財

政調整基金の運用利子でございます。 

  次に、６款繰入金、１項１目一般会計繰入金、１節保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）、

収入済額２億3,115万9,982円、低所得者に対して国保税を軽減した補塡分の繰入れでござ

います。２節保険基盤安定繰入金（保険者支援分）、収入済額１億2,260万6,016円、保険

者の財政基盤強化施策として、低所得者を多く抱える保険者を支援するものでございます。

３節職員給与費等繰入金、収入済額9,131万1,065円につきましては、職員の人件費と事務

費に対する繰入れでございます。４節出産育児一時金等繰入金、収入済額1,311万2,382円、

出産育児一時金47件の３分の２に相当する金額の繰入れでございます。５節財政安定化支
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援事業繰入金、収入済額1,671万7,000円、国保財政の健全化、税負担の平準化に資するこ

とを目的としており、被保険者の税負担能力や高齢者の割合に応じて、国の算定に基づく繰

入れでございます。６節その他一般会計繰入金、収入済額827万395円につきましては、ひ

とり親、重度心身障がい者医療に対する県単窓口無料化事業及び市の子ども医療費の窓口無

料化事業に対して、医療費の増額分の２分の１の繰入れでございます。７節未就学児均等割

保険税繰入金、収入済額386万6,931円につきましては、子育て世帯への経済的負担の軽減

を図るため、未就学児の均等割額保険税を５割減額し、減額相当額を繰り入れるものでござ

います。 

  ２項基金繰入金、１目１節財政調整基金繰入金、収入済額は4,245万3,000円でございま

す。 

  次に、７款１項１目１節繰越金、収入済額6,456万4,088円は、前年度からの繰越金でご

ざいます。 

  １枚めくっていただき、172、173ページをお願いいたします。 

  ８款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、１目１節一般被保険者延滞金、収入済額

1,919万7,991円は、過年度分保険税納付に係る延滞金収入でございます。 

  ２項雑入、２目１節一般被保険者第三者納付金、収入済額2,079万1,307円、交通事故等

で第三者に原因がある傷病に係る医療費について被保険者の利便を図るため、一時的に国民

健康保険から支出し、後日、損害保険会社等から第三者が負担すべき額が国保会計へ支払わ

れるもので、125件ございました。 

  ４目１節一般被保険者返納金、収入済額546万4,441円でありますが、これは被保険者の

国保資格の喪失後に保険診療を使った場合、国保負担分である７割分を返納したもので、

284件ございました。また、不納欠損額26万9,871円は、一般被保険者返納金の請求権を執

行する５年を経過したもので、対象者は平成29年度調定分の31人、48件でございます。 

  １枚めくっていただき、174、175ページをお願いいたします。 

  ７目過年度収入、１節国・県補助金等過年度収入、収入済額１万5,000円につきましては、

令和３年度特定健康診査負担金実績に伴い、県から追加交付された追加交付金でございます。 

  歳入は以上でございます。 

  続きまして、歳出をご説明いたします。 

  決算書は176、177ページからになりますが、歳出につきましては、決算参考資料ナンバ

ー３でご説明させていただきますので、決算参考資料ナンバー３の６ページをお願いいたし
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ます。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、ナンバー01総務管理関係職員費、支出

済額5,616万9,571円、財源内訳のその他は一般会計からの繰入れ、事業内容につきまして

は、職員９人分の人件費でございます。 

  ナンバー03一般管理費、支出済額2,817万6,140円、財源内訳の国・県支出金は、県の保

険給付費等交付金（特別交付分）、その他は一般会計繰入金で、国保の加入・喪失の届出、

また保険給付に要する事務費といたしまして、消耗品、印刷製本費、被保険者証等の郵便料、

診療報酬明細書点検業務委託料等でございます。 

  次に、２目ナンバー01連合会負担金、支出済額291万2,657円、財源内訳のその他は一般

会計繰入金で、山梨県国民健康保険団体連合会への負担金でございます。 

  次に、２項徴税費、１目賦課徴収費、ナンバー03賦課徴収費、支出済額701万8,203円、

財源内訳のその他は一般会計繰入金で、国民健康保険税の賦課徴収に要する事務費といたし

まして、消耗品、印刷製本費、納税通知関係の郵便料、口座振替手数料等でございます。 

  ７ページをお願いいたします。 

  ３項１目ナンバー01運営協議会費、支出済額10万494円、財源内訳のその他は一般会計繰

入金で、国民健康保険運営協議会委員18人の報酬と消耗品等でございます。 

  次に、２款保険給付費は、主に被保険者の自己負担分以外の医療費を山梨県国民健康保険

団体連合会に支払い、そこから各医療機関に支払われるものでございます。財源内訳の国・

県支出金は、県の保険給付費等交付金（普通交付分）でございます。 

  １項療養諸費、１目ナンバー01一般被保険者療養給付費、支出済額41億415万1,461円、

一般被保険者に対する保険給付費でございます。 

  次に、２目ナンバー01退職被保険者等療養給付費につきましては、支出はございません

でした。 

  １枚めくっていただき、８ページをお願いいたします。 

  ３目ナンバー01一般被保険者療養費、支出済額3,959万6,607円、一般被保険者に対する

補装具等療養費で、コルセット、はり・きゅう、柔道整復師等の給付でございます。 

  次に、４目ナンバー01退職被保険者等療養費につきましては、支出はございませんでし

た。 

  次に、５目ナンバー01審査支払手数料、支出済額1,502万841円、診療報酬明細書審査支

払手数料を国保連合会に支払ったものでございます。 
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  ９ページをお願いいたします。 

  ２項高額療養費につきましては、医療先進技術、新生物の病気等により医療費が高額にな

ったとき、所得区分による自己負担限度額を超えた分を支給するものでございます。 

  １目ナンバー01一般被保険者高額療養費、支出済額５億7,443万8,126円、給付件数は

9,881件ございました。 

  次に、２目ナンバー01退職被保険者等高額療養費につきましては、支出はございません

でした。 

  次に、３目ナンバー01一般被保険者高額介護合算療養費、支出済額111万9,863円、同じ

世帯で国保と介護保険の両方から高額療養費の給付を受けた場合に自己負担が高額になった

ときは、国保と介護を合わせた自己負担額を超えた分を支給するもので、45件ございまし

た。 

  １枚めくっていただき、10ページをお願いいたします。 

  ４目ナンバー01退職被保険者等高額介護合算療養費、次の１目ナンバー01一般被保険者

移送費、次の２目ナンバー01退職被保険者等移送費につきましては、支出はございません

でした。 

  11ページをお願いいたします。 

  ４項出産育児諸費、１目ナンバー01出産育児一時金、支出済額1,966万8,574円、財源内

訳のその他は一般会計繰入金で、出産育児一時金の件数は47件ございました。 

  次に、２目ナンバー01支払手数料、支出済額9,240円、出産育児一時金を本市に代わり国

保連合会から直接医療機関へ支払う手数料でございます。 

  次に、５項葬祭諸費、１目ナンバー01葬祭費、支出済額375万円、１件５万円の75件分で

ございます。 

  １枚めくっていただき、12ページをお願いいたします。 

  ６項１目ナンバー01傷病手当金、支出済額117万6,650円、財源内訳につきましては、全

額県支出金の保険給付費等交付金（特別交付分）でございます。新型コロナウイルス感染等

により就労ができない場合に支給するものであり、28件ございました。 

  次に、３款国民健康保険事業費納付金につきましては、県全体の医療費を県が見込み、各

市町村の所得水準や被保険者数等に応じて市町村ごとに納付金を算定するもので、県への支

払いでございます。財源内訳の国・県支出金は、県の保険給付費等交付金（特別交付分）及

び窓口無料化に伴う対策事業費補助金、その他は一般会計繰入金でございます。 
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  １項医療給付費分、１目ナンバー01一般被保険者医療給付費分、支出済額12億7,347万

4,920円でございます。次に、２目ナンバー01退職被保険者等医療給付費分、支出済額125

万9,480円でございます。 

  13ページをお願いいたします。 

  ２項後期高齢者支援金等分、１目ナンバー01一般被保険者後期高齢者支援金等分、支出

済額４億4,010万5,741円、２目ナンバー01退職被保険者等後期高齢者支援金等分につきま

しては、支出はございませんでした。 

  ３項１目ナンバー01介護納付金分、支出済額１億5,711万555円、介護分の納付金でござ

います。 

  １枚めくっていただき、14ページをお願いいたします。 

  ４款１項共同事業拠出金、１目ナンバー01共同事業事務費拠出金、支出済額124円、退職

被保険者の振替事務リストを作成する経費でございます。 

  次に、６款保健事業費、１項１目特定健康診査等事業費につきましては、高齢化に伴い生

活習慣病の割合が増加していることから、病気の予防や早期発見を目的に健康診査、保健指

導を行っている事業であり、財源内訳の国・県支出金は、県の保険給付費等交付金（特別交

付分）の中の特定健康診査等負担金でございます。 

  ナンバー01特定健康診査費、支出済額5,194万8,270円、特定健康診査に係る臨時に雇用

した看護師、保健師の賃金、郵送料等の事務費、集団健診や人間ドックの委託料でございま

す。 

  ナンバー02特定保健指導費、支出済額294万3,646円、特定保健指導に係る賃金、郵送料、

委託料などでございます。 

  次に、２項保健事業費、２目ナンバー01疾病予防費、支出済額607万7,762円、財源内訳

の国・県支出金は、県の保険給付費等交付金（特別交付分）、医療費通知の作成委託料と郵

送料でございます。 

  15ページをお願いいたします。 

  ７款１項基金積立金、１目ナンバー01財政調整基金積立金、支出済額2,153万3,000円、

前年度繰越金から2,101万7,000円と基金の運用利子51万6,000円を積み立てたものでござい

ます。 

  次に、８款１項公債費、１目ナンバー01利子につきましては、支出はございませんでし

た。 
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  次に、９款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目ナンバー01一般被保険者保険税

還付金、支出済額770万6,200円、過去に遡って国保資格を喪失した場合などに納付済みの

国保税を還付したものでございます。 

  １枚めくっていただき、16ページをお願いいたします。 

  ２目ナンバー01退職被保険者等保険税還付金につきましては、支出はございませんでし

た。 

  次に、３目ナンバー01一般被保険者保険税還付加算金、支出済額２万7,400円でございま

す。 

  次に、４目退職被保険者等保険税還付加算金につきましては、支出はございませんでした。 

  17ページをお願いいたします。 

  ５目ナンバー01償還金、支出済額88万5,000円、国庫負担金等の確定に伴う返還金でござ

います。 

  最後に、10款１項１目ナンバー01予備費につきましては、支出はございませんでした。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  所管は厚生環境常任委員会になります。 

  質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 15ページの財政調整基金積立金ということで2,150万ちょっと、これ

の使い道というのはちょっと大分積立てがたまってきたと思うんですけれども、どういうふ

うになっているでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 堤課長。 

○保険課長（堤 貞治君） お答えいたします。 

  決算書の191ページをお願いしたいと思います。決算書の191ページになります。 

  そちらに国民健康保険の現在の財政調整基金の状況が記載してございます。一番表の右側

で、出納閉鎖日現在高としまして14億5,885万円、現在基金を保有しております。こちらの

基金につきましては、現在、今年度なんですけれども、まず令和４年度のこの表の中の増減

で2,092万円を取崩ししております。令和４年度に国民健康保険税の引下げを行いまして、
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現在取崩しを行っているところでございます。令和５年度の保険税につきましても、据置き

という形で値上げというか税の上げはしておりません。 

  今後なんですけれども、この財政調整基金を活用しまして、なるべく保険税を上げずにこ

の基金を取り崩して活用していくということで考えております。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ということは、保険税は上げずに活用するということは、今後赤字に

なっていくというか、そういう見込みでいるということなんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 堤課長。 

○保険課長（堤 貞治君） お答えいたします。 

  国保の保険者数というのが減少傾向にありまして、保険税の収入自体は少なくなっている。

医療費なんですけれども、１人当たりの医療費は若干上に伸びつつあるということで、委員

さんのおっしゃるとおり、赤字になっている形になるんですけれども、当面この基金が現在

14億ありますので、そちらを活用していく中で、今度どのくらい減るかというのを見なが

ら、状況を確認しながら今後検討していきたいと考えておりますけれども、よろしくお願い

いたします。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 山梨県で一本化という形が出ていますよね。それと比較して、今のと

ころまだ安いんですかね。 

○委員長（長谷部 集君） 堤課長。 

○保険課長（堤 貞治君） 委員さんのおっしゃるとおり、令和12年を目標に山梨県で県内

で統一した税水準というのを目標にしております。水準を近郊というか県内同一にすること

によって、甲斐市のみならず、県内どこに住んでも同じ所得、同じ世帯構成であれば同じ規

模の保険税になるという形を県のほうで考えている形になります。 

  それで、基金なんですけれども、県のほうから現在の保有残高については特別示されてお

りません。幾ら市町村で基金を保有していなければならないのかというのも示されておりま

せんので、今後その辺も状況を確認しながら、基金を有効に活用してまいりたいと考えてお

ります。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか質疑ございませんか。 
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〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、次に、所管以外の委員の質疑を受けます。 

  質疑ございませんか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） １点、お願いします。 

  ９ページ、01の一般被保険者の医療費の自己負担限度額を超えた分の給付というところ

で、限度額負担分それぞれ個人個人違うと思うんですが、超えた分で医療の高度化・高額化

ということで考えたら、最高、もし公開できるんだったらその１件当たり高額のこれくらい

保険から賄っているよというところが知りたいと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 堤課長。 

○保険課長（堤 貞治君） お答えいたします。 

  令和４年度の最も高かった方という形でよろしいでしょうか。 

○委員（金丸 寛君） はい。 

○保険課長（堤 貞治君） １か月当たりなんですけれども、9,502万3,330円という金額の

方が実際にかかった医療費になります。こちらのほうの疾病なんですけれども、脊髄性の筋

萎縮性という方で、難病というかそういった方で、この方は毎月のように金額がかかってい

るという、こちらの方が一番国保で高額の方になります。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 本人、病で苦しんでいるところの医療費ということで、保険に加入し

ていることによってそれが賄っていただけるというのは、保険者にとっては大変ありがたい

皆保険制度だと思っております。こうやって医療、病にかからないことが一番なんですが、

いつ来るか誰にもそういった機会が訪れてしまうということで、本当にこの制度そのものの

先ほど基金の積立てとかいろいろ県の統一とかいろいろありますけれども、方向性としては

いい方向へいっていただければと思っておりますので、よろしくお願いいたします。ありが

とうございました。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔「すみません、委員長」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 堤課長。 

○保険課長（堤 貞治君） すみません、先ほどの答弁で、１か月の医療費が桁を私１つ読み

間違えていまして、正しくは950万2,330円ということで、すみません、申し訳ございませ



－359－ 

ん。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 聞き落としかもしれないんで、ちょっと確認なんですが、11ページ

の出産育児一時金と、それから一番下の葬祭費、これ単価が分かったら教えてください。 

○委員長（長谷部 集君） 堤課長。 

○保険課長（堤 貞治君） まず、出産育児一時金の単価ですけれども、令和４年度は42万

円になっております。葬祭費ですが、５万円という形になっております。よろしくお願いし

ます。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） この審議資料のほうの10ページですが、上の段で収納率95％、大体

毎年九十四、五％なんですが、これ最終的には不納欠損などもどの程度でているのかを含め

て、ちょっと参考に。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山収納課長。 

○収納課長（小宮山佳浩君） 国保の収納率につきましては、今現在どれくらいを目指してい

るかということですけれども、県内でいくと半分より下の自治体間でいくと下の順位になっ

ております。それを何とか上げて県平均を上回る率になればいいなというふうに考えており

ます。それを目指して取り組んでいるところであります。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） ご苦労さまです。 

  あと１つ、同じページですが、下の段で１世帯当たりの医療費や保険税と１人当たりの医

療費や保険税が離れてきているんで、これは世帯構成が変わってきているということなんで

しょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 堤課長。 

○保険課長（堤 貞治君） 決算の審議資料の10ページになりますが、こちらのほうのグラ

フで、１人当たりの医療費と１世帯当たりの医療費が離れているというご質問でよろしいで

しょうか。 

○委員（松井 豊君） はい。 

○保険課長（堤 貞治君） １世帯当たりの医療費は、国保の世帯数全体の医療費を世帯数で

割った数字になります。１人当たりは被保険者数で割ったものになりますので、こちらはか

け離れているというのが、ちょっと私がうまく説明ができないんですけれども、大体１世帯
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というのが３人から４人に多くの場合なっているのかなと思います。１人当たりというのは、

あくまでも１人の医療費という形になっておりますので、差はその分になっていると思いま

すけれども、よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、以上で委員の質疑を終了します。 

  これより本委員会に付託をされました認定第２号 令和４年度甲斐市国民健康保険特別会

計歳入歳出決算認定の件について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより本案について採決を行います。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり認定すべきものと決定されました。 

  以上で、認定第２号 令和４年度甲斐市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定の件を終

了いたします。 

  ここで暫時休憩し、一部職員が退室をいたします。 

 

休憩 午前１０時０７分 

 

再開 午前１０時０８分 

 

○委員長（長谷部 集君） では、会議を再開いたします。 

  次に、認定第３号 令和４年度甲斐市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定の件を議

題といたします。 

  なお、説明及び質疑は歳入歳出一括で行いたいと思います。 
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  それでは、歳入歳出一括で当局の説明を求めます。 

  堤保険課長。 

○保険課長（堤 貞治君） 引き続き、保険課から後期高齢者医療特別会計についてご説明さ

せていただきます。 

  決算書193ページをお願いいたします。決算書の193ページ、歳入歳出決算総括表でござ

います。 

  ２の歳入額９億1,263万5,066円に対しまして、３の歳出額９億1,071万2,131円、４の歳

入歳出差引過不足額は192万2,935円でございます。 

  決算書198、199ページをお願いいたします。198、199ページになります。 

  歳入からご説明いたします。 

  １款１項後期高齢者医療保険料の調定額６億8,118万910円に対し、収入済額６億7,954万

7,120円、収納率は現年度分99.79％、滞納繰越分は56.77％、合計は99.64％で、前年度と

比較して現年度分は0.1ポイントの増加、滞納繰越分は14.68ポイント減少しております。 

  １目特別徴収保険料、１節現年度分特別徴収保険料、収入済額４億1,956万940円、保険

料は年金からの天引き分でございます。 

  ２目普通徴収保険料、１節現年度分普通徴収保険料、収入済額２億5,859万8,120円、年

金からの天引きができない方や口座振替を選択した方の保険料でございます。２節滞納繰越

分普通徴収保険料、収入済額138万8,060円、不納欠損額28万5,930円につきましては、執行

停止、即時消滅によるものでございます。 

  次に、２款使用料及び手数料、１項手数料、１目１節督促手数料、収入済額10万8,400円

でございます。 

  次に、３款繰入金、１項１目１節一般会計繰入金、収入済額２億3,108万2,036円、備考

欄に記載しております職員給与費等繰入金として、山梨県後期高齢者医療広域連合への派遣

職員１人を含む職員４人分の人件費及び事務費繰入金でございます。また、保険基盤安定繰

入金は、低所得者に対する保険料軽減分と社会保険被扶養者であった方に対する軽減分の繰

入れでございます。 

  次に、４款１項１目１節繰越金、収入済額144万1,610円は、前年度からの繰越金でござ

います。 

  次に、５款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、１枚めくっていただき、200、201ペ

ージの１目１節延滞金、収入済額1,100円は、保険料の延滞金でございます。 
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  次の２目１節過料の収入はございませんでした。 

  次に、２項償還金及び還付加算金、１目１節保険料還付金47万4,800円、過年度分の保険

料還付については、還付した金額を後期高齢者医療広域連合が負担するものでございます。 

  次に、２目還付加算金及び次の３項雑入につきましては、収入はございませんでした。 

  歳入につきましては、以上でございます。 

  続きまして、歳出をご説明させていただきます。 

  決算書は202、203ページからになります。 

  歳出につきましては、決算参考資料ナンバー３で説明させていただきますので、18ペー

ジをお開きください。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、ナンバー01総務管理関係職員費、支出

済額3,074万1,654円、財源内訳のその他は一般会計からの繰入金でございます。事業内容

につきましては、後期高齢者医療広域連合への派遣職員１名を含む４人分の人件費でござい

ます。 

  ナンバー02一般管理費、支出済額471万6,406円、財源内訳のその他は一般会計からの繰

入金で、後期高齢者医療の資格管理における消耗品、被保険者証発送郵便料、封筒印刷、電

算システム保守等の事務費でございます。 

  次に、２項１目ナンバー01徴収費、支出済額310万8,029円、財源内訳のその他は一般会

計からの繰入金と督促手数料で、保険料の徴収に伴う納付書の印刷、発送等の事務費でござ

います。 

  次に、２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金、ナンバー01保険料等納付金８億

3,051万5,042円、財源内訳のその他は一般会計からの繰入金で、徴収した保険料と低所得

者保険料軽減分に係る保険基盤安定負担金で、いずれも山梨県後期高齢者医療広域連合へ納

付したものでございます。 

  ナンバー02事務費納付金、支出済額4,116万3,000円、財源内訳のその他は一般会計から

の繰入金で、県広域連合の運営に係る費用として被保険者数等に応じて負担するものでござ

います。 

  19ページをお願いいたします。 

  ３款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目ナンバー01保険料還付金、支出済額45

万5,300円、財源内訳のその他は、後期高齢者医療広域連合からの保険料納付金等で、過年

度の保険料の還付金でございます。 
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  次の２目還付加算金につきましては、支出はございませんでした。 

  次に、２項繰出金、１目ナンバー01一般会計繰出金、支出済額１万2,700円、令和３年度

決算剰余金144万1,610円から同年度の出納整理期間中の保険料収入142万8,910円を差し引

いた額を一般会計に繰り出したものでございます。 

  以上となります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  説明に対しての質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） １件お願いします。 

  この後期高齢者医療なんですけれども、現在の令和４年度の加入者数をお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 現在ですか、令和４年度ですか。 

○委員（若尾彰子君） 令和４年度、失礼しました。 

○委員長（長谷部 集君） 令和４年度。 

  鷹野高齢者医療・年金係長。 

○高齢者医療・年金係長（鷹野美穂君） 令和４年度の当初の保険者数は、9,649人になりま

す。 

○委員（若尾彰子君） ありがとうございます。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 後期高齢者医療で２割負担が導入されたと思うんですけれども、その

方は何％、何人でも結構ですけれども、どれぐらいになるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時２０分 

 

再開 午前１０時２２分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  堤課長。 
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○保険課長（堤 貞治君） 大変申し訳ありません。お答えいたします。 

  おおむねなんですけれども、２割はごく少ない、少数派になります。通常が１割という形

になりますので、２割の方は少数という形になります。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございますか。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、委員の質疑を終了します。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより本委員会に付託をされました認定第３号 令和４年度甲斐市後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算認定の件について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより本案について採決を行います。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり認定すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、認定第３号 令和４年度甲斐市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定の件を

終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

  会議の再開を10時35分といたします。 

 

休憩 午前１０時２４分 

 

再開 午前１０時３２分 
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○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、認定第４号 令和４年度甲斐市介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件を議題とい

たします。 

  なお、説明及び質疑は歳入一括、歳出一括で行いたいと思います。 

  まず初めに、歳入について一括で説明を求めます。 

  保坂長寿推進課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） 大変お疲れさまです。福祉部長寿推進課です。よろしくお願

いいたします。 

  認定第４号 令和４年度甲斐市介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件につきましてご説

明させていただきます。 

  決算書の207ページをお願いいたします。 

  初めに、歳入歳出決算総括表により説明をさせていただきます。 

  令和４年度介護保険特別会計、予算現額51億2,569万3,000円、歳入額51億935万7,698円、

歳出額50億59万5,052円、歳入歳出差引額１億876万2,646円は令和５年度へ繰越しをするも

のです。 

  続きまして、決算書214、215ページをお願いいたします。 

  歳入の決算内容につきまして、歳入決算事項別明細書によりご説明をさせていただきます。 

  １款１項保険料、１目第１号被保険者保険料、１節現年度分特別徴収保険料及びその下の

２節現年度分普通徴収保険料、またその下の３節滞納繰越分保険料の合計調定額は12億217

万5,405円であり、この３つの保険料の収入済額の合計は11億7,836万616円であります。収

納率につきましては、現年度分が99.35％、滞納繰越分が23.61％であります。なお、不納

欠損額は535万2,875円で、主に滞納者の居所不明やお亡くなりになられたことなどの理由

により、徴収権が消滅した保険料を不納欠損処分とさせていただいております。収入未済額

は全体で1,846万1,914円であります。 

  次に、２款分担金及び負担金、１項負担金、１目認定審査会負担金、１節認定審査会共同

設置負担金、収入済額918万984円は、介護認定審査会を構成する甲斐市を除く中央市及び

昭和町からの負担金であり、均等割並びに申請件数等により負担額を定めております。 

  次に、３款使用料及び手数料、１項手数料、１目督促手数料、収入済額12万9,000円は、

保険料未納者の督促手数料であります。 
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  次に、２目介護予防事業手数料、収入済額30万6,500円は、訪問型介護予防サービス及び

一般介護予防教室の手数料であります。 

  次に、４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、１節現年度分介護給付

費負担金、収入済額９億1,845万2,589円は、保険給付費に係る国の負担分であります。次

に、２節過年度分介護給付費負担金、収入済額197万8,483円は、令和３年度分の精算に伴

う追加交付分であります。 

  決算書216、217ページをお願いいたします。 

  ２項国庫補助金、１目調整交付金、１節現年度分調整交付金、収入済額8,796万4,000円

は、国から交付をされる調整交付金であります。 

  次に、２目地域支援事業交付金、１節現年度分地域支援事業交付金（介護予防・日常生活

支援総合事業）、収入済額1,857万1,711円は、介護予防・日常生活支援総合事業に係る国

の負担分であります。 

  次に、３目地域支援事業交付金、１節現年度分地域支援事業交付金（包括的支援事業・任

意事業）、収入済額2,832万5,254円は、総合事業を除く包括的支援事業・任意事業に係る

国の負担分であります。 

  次に、４目地域介護、福祉空間整備等交付金、１節現年度分地域介護、福祉空間整備等交

付金、収入済額664万1,000円は、介護事業所における施設等の整備に伴う交付金でありま

す。 

  次に、７目保険者機能強化推進交付金、１節現年度分保険者機能強化推進交付金、収入済

額682万5,000円は、高齢者に対する自立支援、介護予防、重度化の防止、また給付金の適

正化に資する取組の実施状況に応じ国から交付されるものであります。 

  次に、８目介護保険保険者努力支援交付金、１節現年度分介護保険保険者努力支援交付金、

収入済額564万円は、介護予防、健康づくりなどに資する取組を支援するため、実施状況に

応じ交付されるものであります。 

  決算書の218、219ページをお願いいたします。 

  ５款１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、１節現年度分介護給付費交付金、収入

済額12億6,801万3,000円は、第２号被保険者である40歳から64歳までの方の保険料であり、

社会保険診療報酬支払基金から交付されるものであります。次に、２節過年度分介護給付費

交付金はありませんでした。 

  次に、２目地域支援事業支援交付金、１節現年度分地域支援事業支援交付金、収入済額
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2,300万4,000円は、地域支援事業に対する交付金であります。 

  続きまして、６款県支出金、１項県負担金、１目介護給付費負担金、１節現年度分介護給

付費負担金、収入済額６億6,216万5,000円は、保険給付費に係る県の負担分であります。

次に、２節過年度分介護給付費負担金、収入済額358万1,770円は、令和３年度分の精算に

伴う県の追加交付分であります。 

  次に、２項県補助金、１目地域支援事業交付金、１節現年度分地域支援事業交付金（介護

予防・日常生活支援総合事業）、収入済額1,065万444円は、介護予防・日常生活支援総合

事業に対する県の負担分であります。 

  次に、２目地域支援事業交付金、１節現年度分地域支援事業交付金（包括的支援事業・任

意事業）、収入済額1,416万2,626円は、総合事業以外の包括的支援事業・任意事業に対す

る県の負担分であります。 

  決算書の220、221ページをお願いいたします。 

  ３目介護基盤整備等事業費補助金、１節現年度分介護基盤整備等事業費補助金34万4,000

円は、フルリール甲斐が整備しました介護施設のみとり環境整備事業に係る県の補助金であ

ります。 

  次に、４目介護基盤開設準備等事業費補助金、１節現年度分介護基盤開設準備等事業費補

助金1,400万円は、医療法人仁和会が整備しました定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業

所の開設準備に係る県からの補助金であります。 

  次に、７款財産収入、１項財産運用収入、１目１節利子及び配当金、収入済額25万3,000

円は、給付費支払準備基金の利子分であります。 

  次に、８款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、１節現年度分介護給付

費繰入金、収入済額５億8,000万円は、保険給付費に係る市の負担分であります。 

  次に、２目地域支援事業繰入金、１節現年度分地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活

支援総合事業）、収入済額1,065万444円は、介護予防・日常生活支援総合事業に係る市の

負担分であります。 

  次に、３目地域支援事業繰入金、１節現年度分地域支援事業繰入金（包括的支援事業・任

意事業）、収入済額1,416万2,626円は、総合事業以外の包括的支援事業・任意事業に係る

市の負担分であります。 

  決算書222、223ページをお願いいたします。 

  ２節過年度分地域支援事業繰入金（包括的支援事業・任意事業）、収入済額31万9,324円
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は、令和３年度分の精算に伴う追加分の繰入金であります。 

  次に、４目低所得者保険料軽減繰入金、１節現年度分低所得者保険料軽減繰入金、収入済

額5,550万9,000円は、第１号被保険者の11の所得階層区分のうち、第１段階から第３段階

までの区分の方の保険料を公費により軽減しておりますので、その分に係る国、県、市の繰

入金であります。２節過年度分低所得者保険料軽減繰入金、収入済額320万1,000円は、令

和３年度分精算に伴う追加交付分の繰入金であります。 

  次に、５目その他一般会計繰入金、１節職員給与費等繰入金、収入済額4,733万3,771円

は、長寿推進課の介護保険係の職員７人分の人件費の繰入金であります。次に、２節事務費

等繰入金、収入済額4,617万1,108円は、介護保険事業運営のための事務費及び介護認定審

査会の運営に係る甲斐市の負担分の繰入金であります。 

  次に、２項基金繰入金、１目１節介護保険給付準備基金繰入金は、該当ありませんでした。 

  続きまして、９款繰越金、１項１目１節繰越金、収入済額9,023万3,549円は、令和３年

度決算に伴う繰越金であります。 

  次に、10款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、１目１節第１号被保険者延滞金、収

入済額８万132円は、第１号被保険者の介護保険料延滞金であります。 

  決算書224、225ページをお願いいたします。 

  ２項１目雑入、１節第三者納付金、収入済額260万7,226円は、交通事故などによる第三

者行為に伴う納付金であります。次に、２節返納金、収入済額８万2,034円は、今年３月議

会で報告をさせていただきましたが、株式会社おお空の行政処分に伴う返納金等であります。

次に、３節雑入、収入済額45万8,507円につきましては、こちらも本年３月に報告をさせて

いただきました高額介護サービス費の算定誤りによる対象者12人への追加支給分を一般会

計から繰り入れたものであります。 

  以上、歳入の合計は50億935万7,698円であります。 

  説明は以上であります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） すみません、包括的支援事業と任意事業というのがよく分からないん
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ですけれども、その辺ちょっと教えていただけますか。 

○委員長（長谷部 集君） 中込長寿あんしん係長。 

○長寿あんしん係長（中込浩司君） お答えします。 

  介護予防・日常生活支援総合事業と包括的支援事業・任意事業ですが、まず、介護予防・

日常生活支援総合事業につきましては、介護保険法においてその事業自体が市町村が実施す

べきものと規定されている事業でございます。他方で、包括的支援事業・任意事業につきま

しては、保険者である市町村がその必要性を判断して任意で取り組んでいる事業であります。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂 康君） ということは、結構な数あるんですか。どのぐらいの数があるのか分

かりますか、大まかでいいんですけれども。 

○委員長（長谷部 集君） 任意のほう。 

○委員（保坂 康君） 任意とか。 

○委員長（長谷部 集君） 中込係長。 

○長寿あんしん係長（中込浩司君） お答えします。 

  まず、介護予防・日常生活支援総合事業につきましては、市においても総合事業の実施要

綱というのを定めております。その中では、訪問型サービスですとか通所型サービスなど

様々な事業を行っております。 

  また、包括的支援事業・任意事業につきましても様々な事業を行っておりますが、詳細に

ついては、歳出のほうで説明させていただきたいと存じます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、質疑を終了いたします。 

  これで歳入についてを終了し、次に、歳出について一括で説明を求めます。 

  保坂長寿推進課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） それでは、続きまして、歳出につきましてご説明をさせてい

ただきます。 

  説明は、決算参考資料のナンバー５の13ページをお願いいたします。 
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  なお、決算書は226、227ページになります。 

  それでは、決算参考資料の13ページのほうを順次説明させていただきます。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、ナンバー01総務管理関係職員費、支出

済額4,733万3,711円は、介護保険係職員７人分の人件費であります。財源内訳のその他は

一般会計からの繰入金であります。 

  次に、ナンバー03事務諸費、支出済額232万1,625円は、被保険者用のパンフレット、事

務費消耗品、封筒印刷代や郵便料のほか銀行への照会手数料、それから事業所台帳システム

の保守委託経費などであります。財源内訳のその他は一般会計からの繰入金であります。 

  次に、２目連合会負担金、ナンバー01連合会負担金、支出済額110万8,690円は、介護給

付費等の審査支払事務を国保連合会へ委託をしておりますので、事務の共同処理に係る手数

料であります。財源内訳のその他は一般会計からの繰入金であります。 

  決算参考資料14ページをお願いいたします。 

  ２項徴収費、１目ナンバー01賦課徴収費、支出済額509万1,631円は、介護保険料説明用

パンフレット購入費のほか、保険料の仮算定・本査定の通知発送に伴う郵送料、それから印

刷業務委託料等、また徴収の嘱託員が使用する公用車の維持管理に伴う経費であります。財

源内訳のその他は、督促手数料12万9,000円と一般会計からの繰入金であります。 

  次に、ナンバー02賦課徴収関係会計年度任用職員等費、支出済額237万216円は、徴収嘱

託職員１人分の人件費であります。財源内訳のその他は一般会計からの繰入金であります。 

  次に、３項１目ナンバー01認定調査等費、支出済額1,835万7,091円は、新規介護認定及

び更新申請の際、申請者の身体などの状況を調査いたします認定調査員の報酬、また、訪問

調査に係る事務費のほか、主治医意見書の作成手数料及び認定訪問調査委託料であります。

なお、財源内訳のその他は一般会計からの繰入金であります。 

  決算参考資料15ページをお願いいたします。 

  ４項１目介護認定審査会費、ナンバー01介護認定審査会関係職員費、支出済額585万272

円は、甲斐市、中央市、昭和町で共同設置をしております介護認定審査会の職員１人分の人

件費であります。財源内訳のその他は、構成市町の負担金及び一般会計からの繰入金であり

ます。 

  次に、ナンバー03介護認定審査会費、支出済額2,010万1,820円は、介護認定に関する審

査や判定を行う審査会委員20人の報酬、認定審査会事務費、それから審査会システムの保

守及び機器等の維持管理に伴う経費等であります。財源内訳のその他は、構成市町の負担金
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及び一般会計からの繰入金であります。 

  次に、５項１目ナンバー01地域介護、福祉空間整備費等補助金、支出済額2,061万3,000

円は、医療法人仁和会が実施いたしました定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所の開設

準備に係る補助金1,400万円と、フルリール甲斐が実施をいたしました介護施設のみとり環

境の整備に対する補助金34万4,000円、またひかりの里が実施をいたしました施設の空調設

備の改修工事に係る補助金626万9,000円であります。財源内訳の国・県支出金は、国の地

域介護、福祉空間整備費等補助金、それから県の介護基盤整備等事業費補助金であります。 

  決算参考資料の16ページをお願いいたします。 

  それでは、初めに、２款の保険給付費の財源内訳のほうから説明をさせていただきます。 

  財源内訳の国・県支出金は、給付費に対する国及び県からの支出金であり、その他は市の

負担分と第２号被保険者の保険料であります。 

  １項介護サービス等諸費は、介護度が要介護１から要介護５の方が居宅や通所において利

用する介護サービスに係る給付費であります。 

  １目ナンバー01居宅介護サービス等給付費、支出済額20億9,039万1,745円は、訪問、通

所、短期入所のサービスに係る給付費であります。 

  次に、ナンバー02居宅介護福祉用具購入等費、支出済額421万4,642円は、入浴時の補助

用具やポータブルトイレなどの福祉用具購入に対する給付費であります。 

  次に、ナンバー03居宅介護住宅改修等費、支出済額804万6,005円は、居宅での生活にお

いて廊下や階段などへ手すりやスロープなどの設置、それから段差の解消など住宅改修に対

する給付費であります。 

  次に、２目ナンバー01地域密着型介護サービス等給付費、支出済額10億2,897万3,940円

は、住み慣れた地域において気軽に利用できる介護サービスに関する給付費であり、地域密

着型通所介護や認知症対応型の共同生活介護、グループホームなどのサービスに係る給付費

であります。 

  決算参考資料の17ページをお願いいたします。 

  ３目ナンバー01施設介護サービス給付費、支出済額８億5,511万9,603円は、介護老人福

祉施設、介護老人保健施設などへの入所に係るサービス給付費であります。 

  次に、４目居宅介護サービス計画等給付費、ナンバー01居宅介護サービス計画給付費、

支出済額２億7,926万1,809円は、居宅介護サービス計画作成に係る給付費であります。 

  決算参考資料の18ページをお願いいたします。 
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  次に、２項介護予防サービス等諸費は、介護度が要支援１と２の要支援者が居宅や通所に

おいて利用する介護サービスに係る給付費であります。 

  １目ナンバー01介護予防サービス等給付費、支出済額6,860万8,075円は、訪問、通所、

短期入所などのサービスに係る給付費であります。 

  次に、ナンバー02介護予防福祉用具購入等費、支出済額82万9,070円は、福祉用具購入に

対する給付費であります。 

  次に、ナンバー03介護予防住宅改修費、支出済額478万230円は、手すりやスロープの設

置など住宅改修に係る給付費であります。 

  次に、２目ナンバー01地域密着型介護予防サービス等給付費、支出済額30万8,502円は、

小規模多機能型居宅介護サービスに係る給付費であります。 

  次に、３目ナンバー01介護予防サービス計画等給付費、支出済額1,426万2,641円は、要

支援者の介護予防サービス計画作成に対する給付費であります。 

  決算参考資料19ページをお願いいたします。 

  ３目その他諸費、１目ナンバー01審査支払手数料、支出済額614万1,554円は、介護報酬

の審査に伴う国保連合会への審査支払手数料であります。 

  次に、４項高額介護サービス等費、１目ナンバー01高額介護サービス費、支出済額9,245

万3,650円は、要介護１から要介護５までの要介護認定者が一月のうちにおいて介護サービ

スの利用者負担の上限額を超えた場合、高額介護サービス費の該当となりますので、その超

過分を給付するものであります。 

  次に、２目ナンバー01高額介護予防サービス費、支出済額７万3,160円は、要支援１、２

の認定者に係るもので、内容は先ほどの高額介護サービス費の給付内容と同様であります。 

  決算参考資料20ページをお願いいたします。 

  ５項高額医療合算介護サービス等費、１目ナンバー01高額医療合算介護サービス費、支

出済額1,683万7,266円は、要介護認定者に係る医療、介護の負担額が年間の基準額を上回

った場合、その差額を所得の割合に応じて給付するものであります。 

  次に、２目ナンバー01高額医療合算介護予防サービス費、支出済額４万106円は、要支援

認定者に係る給付費であり、先ほどの高額医療合算介護サービス費と同じ給付内容でありま

す。 

  次に、７項特定入所者介護サービス等費、１目ナンバー01特定入所者介護サービス費、

支出済額１億2,930万3,936円は、要介護認定の施設入所者で低所得者の負担軽減を図るた



－373－ 

め、食費と居住費の軽減を負担するための給付費であります。 

  決算参考資料の21ページをお願いいたします。 

  ２目ナンバー01特定入所者支援サービス費、支出済額２万737円は、要支援認定者に係る

給付費で、先ほどの特定入所者介護サービス費の給付費と同じ内容であります。 

  次に、３款地域支援事業費の財源内訳につきましてご説明をさせていただきます。 

  国・県支出金は、介護予防・生活支援サービス事業に係る国及び県の支出金であり、その

他は市の負担分と第２号の被保険者の保険料となります。 

  それでは、１項介護予防・生活支援総合事業費、１目介護予防・生活支援サービス事業費、

ナンバー01訪問介護サービス事業、支出済額2,145万9,074円のうち訪問介護相当につきま

しては、掃除や買物、それから洗濯、調理などの家事を自力で行うことが困難な方の支援を

行うものであります。次に、訪問型サービスＡは、調理や食材の確保、それから洗濯などの

日常生活における生活を支援し、自立を目指すためのサービス費であります。次の訪問型サ

ービスＣは、課題に応じたリハビリ等の専門職を自宅へ派遣いたしまして、短期集中的な指

導を行い、生活機能の維持向上を図るものであります。 

  次に、ナンバー02通所型サービス事業費、支出済額3,819万5,257円のうち通所介護相当

は、介護予防を目的とした通所介護事業所において入浴や食事の提供など、日常生活の世話

や体操、レクリエーション等による機能訓練を行うものであります。次の通所型サービスＡ

は、閉じ籠もりなどを予防するため、体操やレクリエーションなどを通じ、仲間づくり等の

活動を行うものであります。次の通所型サービスＣは、リハビリ等の専門職による筋力向上

のための訓練を実施し、身体機能の向上・改善を図るものであります。 

  次に、ナンバー03生活支援サービス事業、支出済額35万8,214円は、総合事業として実施

をしている配食サービスに係る経費であります。対象者は要支援１、２の認定者と基本チェ

ックリストで該当になった方であります。なお、総合事業で対象とならなかった方は、この

後説明をいたします任意事業で実施する配食サービスで対応をさせていただいております。 

  次に、ナンバー04介護予防ケアマネジメント事業、支出済額790万9,554円は、総合事業

のみを利用する要支援認定者及び基本チェックリストで該当になった方のケアプランに係る

経費であります。 

  決算参考資料の22ページをお願いいたします。 

  ２目一般介護予防事業費、ナンバー02一般介護予防事業、支出済額813万9,148円で、こ

の一般介護予防事業は、65歳以上の全ての方を対象に介護予防教室の開催や住民主体の通
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いの場の充実、それから地域の支え手の創出など地域づくりを推進し、高齢者がいつまでも

生きがいや役割を持って生活が送れる地域の構築を目指す事業であります。 

  ①介護予防普及啓発事業、支出済額456万5,948円は、いきいき健康体操教室、らくらく

かんたん運動教室、それから介護予防・認知症予防の各教室を民間事業者へ委託をして実施

した経費や講師派遣料等であります。 

  ②地域介護予防活動支援事業、支出済額357万3,200円は、いきいきサロンの運営費用、

それから地域介護予防活動支援事業、また社会福祉協議会へ委託をして実施をしている介護

支援ボランティア事業などに関する経費であります。 

  次に、ナンバー04一般介護予防事業会計年度任用職員等費、支出済額339万5,605円は、

一般介護予防事業に係る会計年度任用職員１人分の人件費であります。 

  決算参考資料の23ページをお願いいたします。 

  ２項１目包括的支援事業・任意事業の財源内訳ですが、国・県支出金は包括的支援事業・

任意事業に係る国及び県の支出金で、そのほかは市の負担分となります。 

  ナンバー01包括的支援事業、支出済額1,791万4,081円は、高齢者が住み慣れた地域で自

立した生活を送るために必要な支援を行う地域包括支援センターが中心となり、地域の関係

者や医療、介護保険事業所等との連携を図りながら、高齢者に対する介護、福祉、権利擁護

等の包括的支援を行うものであります。 

  ①包括的支援事業、支出済額101万3,508円は、地域包括支援センターの運営費のほか、

夜間・休日の相談窓口業務を民間事業者へ委託をしております事業の運営に関する経費であ

ります。 

  ②在宅医療・介護連携推進事業、支出済額28万706円は、医療と介護の両方が必要とされ

る状態の高齢者が住み慣れた地域や自宅で生活が送れるよう、包括的、継続的な在宅医療と

介護の支援体制を構築することを目的として立ち上げられた在宅医療・介護連携推進協議会

委員の報酬、それから多職種の連携に向けた研修会等の開催であります。 

  ③認知症総合支援事業、支出済額106万8,276円は、小学校をはじめとした市民を対象に

開催をしております認知症サポーター養成講座に係る経費のほか、認知症の方を支援するた

めの事業経費であります。 

  ④生活支援体制整備事業、支出済額1,555万1,591円は、元気な高齢者をはじめ、地域の

住民が担い手として多様な主体による多様なサービスを提供するための体制を構築し、高齢

者を支える地域の支え合い体制づくりを推進するための事業であります。なお、本事業は社
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会福祉協議会へ委託をし、甲斐市ささえ合い推進会を中心に活動に取り組み、市内全ての小

学校区に第２層協議体が立ち上がり、第３層での活動をさらに広めることを目的に、令和４

年度から活動に対する補助金を交付し、事業の推進に取り組んでいるところであります。 

  決算参考資料の24ページをお願いいたします。 

  ナンバー02任意事業、支出済額1,307万5,151円は、高齢者が地域で安心して生活が送れ

るよう介護保険事業の運営の安定化を図るとともに、高齢者家族介護者に対し、地域の実情

に応じた支援を行うための事業であります。 

  ①介護給付費等適正化事業、支出済額45万2,411円は、ケアプラン点検の実施や介護サー

ビス利用状況などの内容を記載した通知を利用者へ送付をいたしまして、利用したサービス

内容の確認や介護保険事業に対する被保険者の意識の向上等を図ることを目的に実施をして

いる事業であります。 

  ②長寿あんしん事業、支出済額1,166万9,580円は、要介護３以上の高齢者を在宅で介護

している家族等に介護用品購入のためのクーポン券を交付する介護用品支給事業や独り暮ら

しの高齢者の見守り等を目的に実施をしている配食サービスや、民生委員が高齢者宅を訪問

し、乳酸菌飲料を配付するとともに安否確認を行う友愛訪問事業などの事業を実施しており

ます。 

  ③その他事業、支出済額が95万3,160円につきましては、市長申立て等による成年後見制

度利用促進事業に係る費用等であります。 

  次に、ナンバー03包括的支援事業関係職員費、支出済額1,239万4,866円は、包括的支援

事業に係る職員２人分の人件費であります。 

  次に、ナンバー04包括的支援事業会計年度任用職員等費、支出済額1,328万2,163円は、

包括的支援事業に係る会計年度任用職員４人分の人件費であります。 

  次に、ナンバー05任意事業会計年度任用職員等費、支出済額234万6,681円は、任意事業

に係る会計年度任用職員１人分の人件費であります。 

  決算参考資料の25ページをお願いいたします。 

  ４項１目ナンバー01その他諸費、支出済額40万5,162円は、総合事業実施に伴う国保連合

会への審査支払手数料であります。財源内訳につきましては、国・県からの交付金、それか

らその他は市の負担分と第２号被保険者の保険料であります。 

  次に、５款１項基金積立金、１目ナンバー01介護保険給付費支払準備基金積立金、支出

済額１億705万3,000円は、介護保険事業における財政安定化を図るための基金への積立金
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であります。財源内訳のその他28万9,000円につきましては、給付費支払準備基金の預金利

子となっております。 

  次に、６款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目ナンバー01第１号被保険者保険

料還付加算金、支出済額108万4,130円は、過年度分の第１号被保険者保険料の還付金であ

ります。 

  決算参考資料の26ページをお願いいたします。 

  ２目の第１号被保険者還付加算金の支出はございませんでした。 

  次に、３目ナンバー01国庫支出金等償還金、支出済額2,566万7,703円は、国庫支出金等

を決算見込みで算出をし交付を受けているため、給付額の確定後の翌年度の精算に伴う返還

金であります。 

  次に、２項繰出金、１目ナンバー01一般会計繰出金、支出済額510万476円は、先ほどと

同様、給付額の確定後の翌年度に精算し、一般会計へ返還したものであります。 

  以上、歳出の合計は50億59万5,052円であります。 

  歳出の説明は以上であります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  説明に対しての質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） すみません、15ページの地域介護、福祉空間整備等補助金の中で、

こちらの定期巡回・随時対応、これが第８期の中期計画であると思うんですけれども、あと、

地域密着型の特別養護老人ホームと、看護多機能小規模、こちらのほうは令和４年度にはな

かったということですか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） お答えをいたします。 

  先ほどの地域密着型の特養と、あと通称看多機でありますが、令和４年３月に公募いたし

まして、それぞれ選定業者を決定いたしまして、令和５年度中の整備ということになってお

りますので、今後完成をしてオープンするというような予定となっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 
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○委員（谷口和男君） １区ずつなんですけれども、あと２つの介護施設のみとり型環境整備

とか、これは募集定数というのは決まっているんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） お答えをいたします。 

  昨年度、令和４年度にフルリール甲斐が実施をいたしましたみとり環境の整備の事業費の

補助金につきましては、こちらのほうは令和４年度中に該当の施設等の募集を行い、フルリ

ール甲斐のほうで申請がありまして、そちらのほうに県のほうが補助金として交付をしたと

いう形となっております。こちらのほう特に計画等には掲載していない事業となっておりま

す。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） じゃ、24ページの包括的支援事業の任意事業のその他事業というと

ころで成年後見制度利用支援事業というので支出があるんですけれども、基本的に後見制度

というのは自分で負担すると思うんですけれども、特別な場合がこれに当たるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） こちらの成年後見制度の後見人の報酬につきましては、支払

い能力のないいわゆる収入のない方々に対しまして、市のほうが後見人にそれぞれ報酬を支

払っているという内容であります。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか質疑ございませんか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 先ほど谷口委員の後見人の件で、これ２種類あると思うんですけれど

も、法定でしたか、ちょっと呼び方間違っていたらごめんなさい。あと、任意なんですけれ

ども、それぞれ申請者はどのぐらいいたか分かりますか、ちょっと参考までに。 

○委員長（長谷部 集君） 八巻介護予防推進係長。 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） お答えします。 

  成年後見制度の市長申立て件数は１件なんですけれども、相談件数は65件ほどございま

した。任意後見人は、申し訳ありません、把握しておりません。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 
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  そのほか質疑ございませんか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 22ページのナンバー02、失礼しました、02の甲斐市住民主体型地域

支え合い活動補助金についてなんですけれども、こちら当初予算ですと680万円計上されて

いたんですが、この差の原因をお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） お答えをいたします。 

  支え合い活動に対する補助金につきましては、令和４年度が初年度ということで、新たに

補助金の制度を立ち上げさせていただきまして、幾つかの第３層、２層の協議体のほうから

補助金に対する説明等をいただいているところですが、結果的には補助金申請をして内容を

審査いたしまして、そちらの活動に見合った補助金を交付した団体を４団体ということでご

理解いただきたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 先ほどの答弁でも、全小学校区でもう協議体の立ち上げが済んでいる

ということなんですが、その中でも４団体だけしか利用がなかったということは、何か理由

のほうは把握していらっしゃいますか。 

○委員長（長谷部 集君） 中込係長。 

○長寿あんしん係長（中込浩司君） お答えします。 

  この支え合い活動ですが、最小の単位であるおおむね各自治会での活動が本格化したのは

昨年度からであります。市からの補助金を受けていない団体においても活動しているという

こともありまして、あくまでも今回４団体というのは、市の補助金を受けた団体ということ

であります。また、４年度中、新たな活動を起こそうということで協議中の団体も存在して

おります。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） こちらの補助金なんですけれども、幾つかいろいろ地域の方からお声

もいただきまして、ちょっと使いづらいなというような声があるんですが、そういったよう

な意見というのは市役所には届いているでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂課長。 
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○長寿推進課長（保坂義実君） お答えをいたします。 

  支え合いの活動の補助金につきましては、令和４年度１年間実施をさせていただきまして、

各団体のほうから補助金の申請に至らなかった団体等からも、ちょっと補助金等の内容の精

査をしていただいたらありがたいというようなお声もいただいております。その中で、令和

５年度も２年目になりますが、新たに幾つかの団体のほうに補助金申請をいただいたりして、

少しずつではありますが、こちらのほうの活動等、市内全域に拡大をさせていただくような

方向で考えておりますので、そちらのほうにつきましては、できるだけまた補助金の内容も、

国の補助制度でありますので、なかなか全て団体の要望にお答えすることはできませんが、

そうはいいましても、活動しやすいような内容にまた検討させていただきたいと思っており

ます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 国の事業なので、ちょっといろいろそちらの方針に合わせなければな

らないところもあるとは思うんですけれども、甲斐市で地域の方が活動しやすいような制度

設計をしていただければなと思います。要望としまして、ちょっと次の質問をさせてくださ

い。 

  その次の23ページ、ナンバー01、②の在宅医療・介護連携推進事業について、これ数年

前から始まっている事業というふうには伺っているんですけれども、この事業の具体的な内

容と成果をお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 八巻係長。 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） お答えします。 

  在宅医療・介護連携推進事業は、医療と介護の両方を必要とする高齢者が住み慣れた地域

で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるように、切れ目のない医療と介護

の一体的な提供体制を整えるため、医療と介護の関係者の連携を推進するものです。推進協

議会というものが立ち上げられておりまして、その中で連携の在り方について協議しており

ます。 

  令和４年度につきましては、市民や医療、介護関係者へ在宅医療の普及啓発を目的に講演

会を開催しました。正しい認知症の知識ということで、75名の方に参加していただいてい

るような状況です。 

  以上です。 
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○委員長（長谷部 集君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 基幹病院となる医療機関がない甲斐市にとっては非常に重要な事業だ

と思いますので、引き続きよろしくお願いします。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） １点、お願いします。 

  16ページ、２番の01の認知症対応型共同生活介護とあるんですが、この内容を少し教え

てほしいと思います。お願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 川上介護保険係長。 

○介護保険係長（川上恵美君） お答えします。 

  いわゆるこちらグループホームとなっていまして、認知症の方を対象に自立した日常生活

ができるように、少人数で共同生活を行いながら、入浴などの介護、日常生活のお世話や機

能訓練を行うものとなっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 14ページ下段の01認定調査等ですが、認定調査員は資格などはどう

いう方になっているのか。 

○委員長（長谷部 集君） 川上係長。 

○介護保険係長（川上恵美君） 介護士と社会福祉士などの資格を持っている方が対象となっ

ています。 

○委員長（長谷部 集君） 介護士、社会福祉士などの資格ということですか。 

○介護保険係長（川上恵美君） そういうことです。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） その項で一番下にある認定訪問調査、これと調査員のあれとはどう違

うのか。 
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○委員長（長谷部 集君） 川上係長。 

○介護保険係長（川上恵美君） お答えします。 

  認定調査員は、市のほうで任用しました調査員の方にしていただく内容のものになってい

ます。下のほうの認定訪問調査委託については、居宅介護支援事業所に調査を委託しており

まして、そちらで訪問調査をしていただくという内容になっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） じゃ、23ページ、認知症のところですが、ちょっと聞きたいのは、

今、市内で認知症という形で認定というかされている人はどのくらいいるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） お答えをいたします。 

  毎年、県のほうで高齢者の社会福祉基礎調査というものを実施しておりまして、そちらの

ほうの最新の令和５年度版で、在宅での認知症の高齢者につきましては1,006人、それから

施設の入所者につきましては506人という数字となっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） じゃ、最後ですが、その在宅にしろ施設にしろ1,500人ほどおられる

ようですが、この場合は要介護のどのくらいのレベルに当たるのか、参考に。 

○委員長（長谷部 集君） 八巻係長。 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） お答えします。 

  要介護１から２の該当の方が多いようですけれども、介護度というのは認知度だけではな

くて、介護の手間とかが関係してきますので、認知症だけでは判断が難しいかと思います。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） 16ページの03番、居宅介護改修費が、ここで見ると99件申請して804

万6,005円支出されているんですけれども、ちょっと確認させてください。この改修工事の

限度額と利用者負担はどのくらいでしたか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） お答えをいたします。 
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  こちらのほうの16ページのものにつきましては、要介護１から要介護５の認定者の方の

住宅改修になりますが、限度額は20万円ということになっております。なお、改修の上限

につきましては、それ以外のものにつきましては自己負担ということになっておりますので、

上限等は設定されていないということになっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 自己負担は１割減が基本でしたか、工事金額の。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） お答えいたします。 

  こちらのほうの公費の負担につきましては、限度額が20万円ということで定められてお

ります。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 限度額、私20万というのはある程度ちょっと把握はしていたんです

けれども、この20万というのは、快適に過ごす、認定介護者が過ごすというのは非常に多

種多様な工事なんですよね。スロープをやったり、階段の段差をなくしたり、バリアフリー

にしたり、開口の縁取りを直したりすると、あっという間に20万はいっちゃうんです、は

っきり言って。そして、建築資材の高騰、人件費の高騰であっという間に20万いっちゃう

んですけれども、この20万が限度額というのがコロナ前に決めたのか、何年前に決めたの

かちょっと私分かりませんけれども、それはいいですけれども、20万円の限度で、今年度

20万限度で今年度10万かかったと、分かりやすく。そうすると10万残るということは、そ

の10万残ったのは何年間か有効ですか。もうずっとそれはあと10万は使っていいんだよと。

５年、10年たとうが、３年間だろうが、それはどうなんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） あくまでもお一人の方につきまして、限度額20万円という

ことで定められております。今年度例えば改修をいたしまして、10万円のうちの５万円を

補助されても、まだあとその方につきましては15万円分の補助が可能でありますので、20

万円を超えない範囲で補助をさせていただくという内容になっております。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） さっき言ったように、その15万は来年度でも使えるんだけれども、

それは何年間で消滅するよという、そういうあれはあるんですか。それはもう永遠でいいで
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すよと。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） お答えいたします。 

  あくまでもお一方20万円以内ということになっておりますので、特に年度の年数の限度

は聞いていないということになっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、以上で委員の質疑を終了いたします。 

  これで歳出についてを終了します。 

  これより本委員会に付託をされました認定第４号 令和４年度甲斐市介護保険特別会計歳

入歳出決算認定の件について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより本案に対する採決を行います。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり認定すべきものと決定をされました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、認定第４号 令和４年度甲斐市介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件を終了い

たします。 

  短いので続けます。 

  次に、認定第５号 令和４年度甲斐市介護サービス特別会計歳入歳出決算認定の件を議題

といたします。 

  なお、説明及び質疑は歳入歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、歳入歳出一括で当局の説明を求めます。 
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  保坂長寿推進課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） 引き続きよろしくお願いをいたします。 

  認定第５号 令和４年度甲斐市介護サービス特別会計歳入歳出決算認定の件につきまして

ご説明をさせていただきます。 

  決算書の245ページ、歳入歳出決算総括表をお願いいたします。245ページをお願いいた

します。 

  それでは、ご説明させていただきます。 

  予算現額1,639万円、歳入額1,603万74円、歳出額1,474万3,675円、残高128万6,399円は、

令和５年度へ繰り越すものであります。 

  市では、住まい、医療、介護、介護予防、それから生活支援が一体的に提供される地域包

括ケアシステムの拠点となります地域包括支援センターを市直営で運営し、介護予防支援事

業所の指定を受け各介護サービス事業を提供するため、介護保険特別会計とは別に介護サー

ビス特別会計を設け、要支援１、２の要支援者のケアプラン作成業務等を行っております。 

  それでは、歳入につきまして、介護サービス特別会計歳入決算事項別明細書により説明さ

せていただきます。 

  決算書の250、251ページをお願いいたします。 

  １款サービス収入、１項１目予防給付費収入、１節居宅支援サービス計画費収入、収入済

額1,423万1,450円は、要支援１、要支援２の方の介護予防訪問サービス及び介護予防通所

サービス以外のケアプラン作成業務に係る国保連合会からの収入であります。 

  ２款繰入金、１項１目一般会計繰入金、１節職員給与費等繰入金、収入済額121万8,000

円は、本事業に係る職員給与費等を一般会計から繰り入れるもので、会計年度任用職員１人

分の人件費の一部であります。 

  ３款１項１目１節繰越金、収入済額57万9,624円は、令和３年度からの繰越金であります。 

  ４款諸収入、１項１目１節預金利子、収入済額は1,000円であります。 

  ２項１目１節雑入の収入はございませんでした。 

  以上、歳入の合計は1,603万74円であります。 

  続きまして、歳出につきましてご説明をさせていただきます。 

  決算書は252ページ、253ページ、決算参考資料はナンバー５の27ページをお願いいたし

ます。 

  説明は、決算参考資料により説明をさせていただきます。 
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  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、ナンバー02総務管理関係会計年度任用

職員等費、支出済額386万6,445円は、介護予防支援事業に係る会計年度任用職員１人分の

人件費であります。財源内訳のその他は、居宅支援サービス計画費収入及び一般会計からの

職員給与費等の繰入金であります。 

  ナンバー03事務諸費、支出済額５万4,826円は、事業に係る事務経費等であります。財源

内訳のその他は、居宅支援サービス計画費の収入であります。 

  次に、２款事業費、１項１目ナンバー01居宅介護支援事業、支出済額1,024万2,780円は、

要支援１、２の要支援認定者のケアプラン作成を他の民間事業所に委託した際の費用であり

ます。財源内訳のその他は、居宅支援サービス計画費収入及び預金利子であります。 

  次に、３款諸支出金、１項１目ナンバー01償還金につきましては、支出はございません

でした。 

  決算参考資料の28ページをお願いいたします。 

  ２項繰出金、１目ナンバー01一般会計繰出金、支出済額57万9,624円は、一般会計からの

繰入金を精算し、翌年度に返還をしたものであります。 

  以上、歳出の総額は1,474万3,675円であります。 

  介護サービス特別会計の説明は以上であります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  説明に対する質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  保坂課長。 

○委員（保坂 康君） すみません、27ページの２番目の居宅事業なんですけれども、甲斐

市で民間に委託ということなんですけれども、この業者は何社ぐらいに委託されております

でしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 八巻介護予防推進係長。 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） お答えします。 

  60事業所になります。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか質疑ございませんか。 

  若尾委員。 
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○委員（若尾彰子君） 教えてください。 

  令和４年度の実績で、要支援１、２に該当する方が約500人程度いらっしゃるんですけれ

ども、こちら直営の包括支援センターを利用されている方はそのうちのどれくらいでしょう

か。 

○委員長（長谷部 集君） 八巻係長。 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） 延べ件数になってしまうんですが、年間で884件で、

委託が2,231件ということですので、約30％ほどが直営という形になっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） 今の件で、直営という形でこの前も、多分去年も言っていたんですけ

れども、ほかの施設、市とか全部もう直営がなくなってという形なんですけれども、市のほ

うはその辺進んでいるのかどうかお聞きできればと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 答えられますか。 

  飯沼福祉部長。 

○福祉部長（飯沼秀司君） お答えいたします。 

  地域包括支援センターにつきましては、県内では甲府市さんが全て民間委託、それから笛

吹市さん、それから南アルプス市さんでも民間に一部を委託しているということがあります

ので、本市につきましても、人口規模からいきましても、そういったことも検討しなければ

ならないということで、今の介護保険の事業計画が今年度で終わります。来年度からまた新

たな３年間の計画がスタートしますけれども、そちらの中で今検討しているところでござい

ます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、次に所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 27ページの一番上、会計年度任用職員ですが、この方結構給料がい

いんだけれども、これは資格を持っていてこのケアプランもつくったりしているということ

なんでしょうか。 
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○委員長（長谷部 集君） 八巻係長。 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） 主任ケアマネジャーの資格を持っておりまして、ケア

プラン作成も行っております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なけれは、以上で質疑を終了します。 

  これより本委員会に付託をされました認定第５号 令和４年度甲斐市介護サービス特別会

計歳入歳出決算認定の件について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより本案に対する採決を行います。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり認定すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、認定第５号 令和４年度甲斐市介護サービス特別会計歳入歳出決算認定の件を終

了いたします。 

  ここで暫時休憩をいたします。 

  午後の再開は１時15分、13時15分再開でお願いいたします。 

 

休憩 午前１１時５０分 

 

再開 午後 １時１１分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、午前中に引き続き会議を再開いたします。 

  次に、認定第６号 令和４年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定
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の件を議題といたします。 

  なお、説明及び質疑は歳入歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、歳入歳出一括で当局の説明を求めます。 

  久保田市民活動支援課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） お疲れさまです。 

  市民活動支援課から、認定第６号 令和４年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計の

歳入歳出決算認定の件につきまして説明させていただきます。 

  決算書の255ページをお願いします。 

  歳入額は232万8,378円、歳出額は192万5,837円でありまして、差引額の40万2,541円が翌

年度への繰越しとなります。 

  この事業は、国の地域改善対策特別措置法により国の政策として実施された事業でありま

して、貸付けは昭和55年から始まり、平成10年の貸付けが最後となっております。現在は

貸付者からの償還と貸付けの財源である県からの借入金に対する償還が主な事業内容であり

ます。貸付者は総勢33人でありましたが、既に21人は完済しており、残りの12人が現在返

済中であります。 

  決算内容を説明させていただきます。 

  決算書の260、261ページをお願いします。 

  初めに、歳入でありますが、１款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金につ

きましては、返済中の債務者死亡により相続人全員が相続放棄したため、裁判所に相続財産

管理人、現在は名称が変更され、相続財産清算人を申し立てるための費用100万5,000円を

９月に補正させていただき、一般会計から特別会計に繰り入れたものであります。 

  ２款繰越金の収入済額は39万6,378円でありまして、令和３年度からの繰越金であります。 

  ３款諸収入、１項貸付金元利収入、１目住宅新築資金貸付金元利収入の収入済額は46万

5,000円及び２目の宅地取得資金貸付金元利収入の収入済額46万1,000円につきましては、

貸付者からの過年度分返済金であります。 

  ２項預金利子の収入済額1,000円につきましては、預金利子であります。 

  ３項延滞金につきましては、ございませんでした。 

  なお、令和４年度末の貸付金の収入未済額は１億3,276万9,966円となっておりますが、

この回収につきましては、引き続き、電話連絡や戸別訪問により通年を通して催告を行って

おりますが、貸付金の回収方法を見直し、早期の完済に向けて努力してまいります。 
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  続きまして、歳出について説明させていただきます。 

  決算書の262ページ、263ページと決算参考資料のナンバー４、生活環境部の17ページを

お願いします。 

  歳出につきましては、決算参考資料に基づいて説明させていただきます。 

  １款事務費、１項事務費、１目住宅新築資金等貸付事業事務費、ナンバー01住宅新築資

金等貸付事業につきましては、支出済額が100万7,313円でありまして、財源内訳のその他

は一般会計繰入金であります。事業内容につきましては、貸付者への償還通知等の発送に伴

う郵便料のほか、歳入において説明させていただいたとおり、相続財産清算人を申し立てる

に当たり必要な費用として裁判所に支払う手数料及び官報掲載のための広告料であります。 

  ２款公債費、１項公債費、１目元金、ナンバー01元金につきましては、支出済額が85万

7,435円でありまして、財源内訳のその他は貸付金の元利収入であります。事業内容につき

ましては、住宅新築資金、宅地取得資金の貸付の原資を山梨県から借り入れたため、その償

還元金であります。 

  決算参考資料のナンバー４、生活環境部の18ページをお願いします。 

  ２目利子、ナンバー01利子につきましては、支出済額が６万1,071円でありまして、財源

内訳のその他は貸付金の元利収入と預金利子であります。事業内容につきましては、山梨県

への償還利子であります。 

  以上が住宅新築資金等貸付事業特別会計の決算説明になります。ご審議のほどよろしくお

願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  所管は総務教育常任委員会となります。 

  質疑ございませんか。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） ちょっと教えていただきたいんですけれども、17ページ、01の相続

財産管理人申立てという、これ借りている方が亡くなったからこういう措置になっていると
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いうふうなことだと思うんですけれども、例えばこういうケースはやっぱり長い返済期間の

間が考えられるんですが、通常の住宅ローンだと、例えば亡くなった場合は住宅ローンがあ

れするようなものがあるんです。こういったものは準備していなかったんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） 当時のこの制度には、いわゆる団信というものだと思

うんですけれども、住宅ローンを借りたときに、借主が亡くなった場合にその分をお支払い

いただく保険、そちらのほうにつきましては、当時の制度ではございませんでした。 

○委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） しょうがないですね。 

  じゃ、ちょっと下のところで公債費のその元金というところで、令和３年度で見ると宅地

取得資金の元金が28万となっていて、令和４年は37万と元金が増えているんですけれども、

これはどうして増えているんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 萩原市民生活係長。 

○市民生活係長（萩原和美君） 県のほうの償還金、県のほうから指示があるもので、ちょっ

とそこら辺は県の数字に基づいて数字を入れている状況でございます。 

○委員長（長谷部 集君） 分からない。 

○委員（加藤敬徳君） 分かりやすくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時２０分 

 

再開 午後 １時２１分 

 

○委員長（長谷部 集君） 再開いたします。 

  久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） こちらのほうは、県の記載台帳にありまして、そちら

の記載台帳に基づいて割り振られておりまして、その当時の貸付けの新築の建物だったもの

と宅地のほうの割合によってなっておりますので、こちらのほう県の償還の計画に基づいて

おりますので、その元がパーセンテージという形でなっているものでございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 
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  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 収入未済額のところなんですけれども、令和３年度の決算書を見ます

と、収入未済額が１億3,263万2,646円あるんですけれども、これはなかなか結構昔の貸付

けですので、回収することというのは難しいような状況でしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） この制度自体が昔の歴史的な日本のサービスとかそう

いうものを考慮して救済するような措置という形になっております。どうしても収入が少な

い方とかもおりますので、そういう方については、引き続き返済のほうをお願いしていくよ

うな形を取っていきたいと考えております。 

○委員長（長谷部 集君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 債権者の方たちも高齢になっていることが考えられるんですけれども、

今後最悪の場合だと、この１億円を超える未済額が市の負担になっていくということになる

でしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） 回収する方法を、今後また、これどうしても市債権と

いう形で民間の司法に基づいて行っていきますので、今までの税金とちょっと違いまして、

公法上でできなくて、やっぱり私法で民事、ごめんなさい、ちょっと法律忘れてしまったん

ですけれども、そちらに基づいてやらなければならないということで、専門知識が必要にな

ってきますので、そちらのほうもまた今後研究を重ねながら進めていきたいと思っておりま

すが、できることはしていきたいと考えています。それが今回の相続財産管理人を立てた中

で回収できるものは回収していくという形で、極力できるだけ全部回収できるような形を取

っていければとは考えております。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 所管はもう終わってしまっております。申し訳ありません。 

  そのほか質疑ございませんか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 先ほど回収できるものはと言っていたんで、今、相続放棄をされて最

終的に残っているやつを市が最終的にそこが相続放棄していると、所有者も亡くなった場合

に、その家とか土地を最終的に回収、市がしていくということでよろしいんですか。 
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○委員長（長谷部 集君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） 相続財産のほうは、裁判所のほうに申立てを行いまし

て、弁護士さんとかそういう専門の方に相続財産清算人という形になっていただきます。そ

の方が調査をしまして、それを最終的には売るような形を取って、そのときの回収した金額

をこれに充てるというような形になります。ただ、それが全部充てられるかということは、

ちょっとまだ未定になっております。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、以上で委員の質疑を終了いたします。 

  これより本委員会に付託されました認定第６号 令和４年度甲斐市住宅新築資金等貸付事

業特別会計歳入歳出決算認定の件について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより本案について採決を行います。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり認定すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、認定第６号 令和４年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認

定の件を終了します。 

  次に、認定第９号 令和４年度甲斐市合併浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定の件を議

題といたします。 

  なお、説明及び質疑は歳入歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、歳入歳出一括で当局の説明を求めます。 

  望月環境課長。 

○環境課長（望月新路君） お疲れさまです。 

  それでは、環境課から、所管いたします合併浄化槽事業特別会計の決算につきましてご説
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明させていただきます。 

  決算書につきましては、291ページからになります。 

  まず、決算書291ページの歳入歳出決算総括表でありますが、歳入額については1,894万

663円で、歳出額については1,887万9,175円、差引き６万1,488円を令和５年度に繰り越す

ものであります。 

  合併浄化槽事業の概要でありますが、市内全域の水質環境の保全及びインフラ整備の観点

から、令和元年度に対象区域を拡大し、公共下水道計画区域、農業集落排水処理区域、地域

し尿処理区域以外の全ての区域を対象に、し尿のみを浄化させる単独処理浄化槽から、し尿

と家庭雑排水を浄化する合併処理浄化槽に切り替えることを推進するため、市が合併処理浄

化槽を設置し、維持管理を行う事業であります。 

  それでは、歳入の説明をさせていただきます。 

  決算書は296、297ページになります。歳入決算事項別明細書になります。お願いします。 

  １款分担金及び負担金、１項分担金、１目合併浄化槽分担金は、調定額17万4,900円に対

し収入済額７万6,100円で、収入未済額は９万8,800円、上段の現年分につきましては、収

入未済額はありませんが、その下段の過年度分におきましては、調定額９万8,800円に対し

まして、収入済額がゼロ、全額収入未済額となっております。 

  令和４年度の分担金の納付対象は、令和３年度中に合併浄化槽を整備した１件分と、それ

以前に整備した３件分の計４件であります。過年度分の未納者については１人でございまし

て、平成28年度から分担金の賦課が始まった方であり、滞納整理等を行っておりますが、

未納となっております。この方は、自宅を建築中に資金不足となりまして、合併浄化槽は設

置したものの、建築工事自体が中断しており、平成28年度から未完成のまま放置されてい

る状況であります。未納者本人とは繰り返し面談、交渉を行い、納付についてお願いしてい

るところであります。 

  ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目合併浄化槽使用料につきましては、調定額562

万4,126円に対し、収入済額550万4,015円で、12万111円が収入未済額になっております。 

  現年使用料の納付対象者は235件、現年分の未納者は２人になっております。そのうち１

人は過年度分と合わせて未納となっておりますので、引き続き訪問する中で徴収に努めてま

いります。 

  ２項手数料、１目手数料については、配水設備確認検査手数料と督促手数料と合わせて収

入済額2,700円です。 
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  ３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目循環型社会形成推進交付金につきましては、収入

済額112万6,000円で、合併浄化槽４基、内訳としましては、５人槽が１基、７人槽が３基

の設置工事費に関わる補助金であります。補助率は補助対象経費の３分の１になります。 

  次に、４款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金の収入済額1,020万2,848

円につきましては一般会計からの繰入金であり、繰入金の内訳といたしましては、備考欄に

記載しているとおり、事務費等が550万円、建設改良費が111万5,842円、公債費繰入金が

358万7,006円であります。 

  298、299ページをお願いいたします。 

  ５款繰越金、１項繰越金、１目繰越金は、前年度からの繰越金で、収入済額12万9,000円

であります。 

  ６款諸収入につきましては、ございませんでした。 

  ７款市債、１項市債、１目合併浄化槽事業債、収入済額190万円につきましては、令和４

年度に設置した合併浄化槽４基分に対し、補助対象事業費の30分の17に当たる起債であり

ます。 

  以上が歳入であります。 

  続きまして、歳出についてご説明させていただきます。 

  歳出につきましては、決算書の300ページから303ページになりますが、ナンバー４の参

考資料でご説明させていただきます。 

  それでは、ナンバー４の参考資料19ページをお願いいたします。 

  最初に、財源内訳を総括的にご説明させていただきます。 

  まず、国・県支出金、市債につきましては、先ほど歳入でご説明したとおりでございます。 

  その他の財源については、全て一般会計からの繰入金であります。また、一般財源は歳入

の分担金、使用料及び手数料、繰越金となっております。 

  それでは、事業について説明させていただきます。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、ナンバー01総務管理費につきましては、

くみ取便槽から水洗便所への改造補助金として、１件当たり７万円を補助するものです。令

和４年度は１件補助しております。 

  ナンバー02合併浄化槽分担金徴収費は、支出済額724円で、財源内訳は一般財源です。事

業内容は、分担金前納報奨金と郵送料であります。 

  ナンバー03合併浄化槽使用料徴収費は、支出済額３万4,543円、財源内訳は全て一般財源
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です。事業内容は、納付書等の郵送料、口座振替手数料であります。 

  次に、２款事業費、１項事業費、１目合併浄化槽事業費、ナンバー01合併浄化槽整備事

業につきましては、支出済額421万7,942円で、財源内訳は国・県支出金が112万6,000円、

市債が190万円、その他が111万5,842円、残りが一般財源です。主な事業内容は、５人槽１

基、７人槽１基の２件の設計委託料と合併浄化槽４基の工事費の支出であります。 

  20ページをお願いいたします。 

  ナンバー02合併浄化槽維持管理費につきましては、支出済額1,083万9,960円、財源内訳

は、その他が536万8,512円、残りは一般財源です。主な事業内容は、修繕料として経年劣

化によるブロワー等の修繕36件分の費用、それから法定検査手数料及び235件の合併浄化槽

清掃料と保守点検料になります。 

  次に、３款公債費、１項公債費、１目元金、ナンバー01元金につきましては、支出済額

262万2,984円で、財源内訳は全てその他になります。一般会計からの繰入金になります。

事業内容は、平成20年度から平成28年度まで借入れをした起債９本分の元金償還でありま

す。 

  21ページをお願いします。 

  次に、２目利子、ナンバー01利子は、支出済額96万4,022円で、財源内訳は全てその他に

なります。事業内容につきましては、平成20年度から令和３年度までに借り入れた起債14

本分の利子償還であります。 

  次に、４款諸支出金、１項繰出金、１目一般会計繰出金、ナンバー01一般会計繰出金に

つきましては、支出済額12万9,000円で、財源は全て一般財源です。事業内容は、令和３年

度の繰入金の残額12万9,000円を一般会計予算へ繰り出すものであります。 

  最後に、予備費でありますが、支出はありませんでした。 

  以上で合併浄化槽事業特別会計の説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  所管は厚生環境常任委員会であります。 

  質疑ございませんか。 

  金丸幸司委員。 
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○委員（金丸幸司君） ちなみに、単独浄化槽は今でもあるかと思うんですけれども、どのく

らい件数があるのかは分かりますか。 

○委員長（長谷部 集君） 望月課長。 

○環境課長（望月新路君） お答えします。 

  令和元年度に対象エリアの世帯数を計算しているんですけれども、約1,280世帯ぐらいご

ざいまして、それまでに令和元年度までに設置、転換等済んでいる世帯が636世帯ですので、

その残りが単独浄化槽かくみ取ということで、約650世帯ぐらいあるんじゃないかという計

算になっております。その後、８世帯切り替えておりますので、残り現時点で約640世帯ぐ

らいが単独浄化槽かくみ取浄化槽ということで確認しております。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） ありがとうございます。 

  もう一点、災害時に例えば下水道施設が被災して水洗トイレが使えないということも近年

言われていて、こういった避難所等に合併浄化槽の設置というのも国も呼びかけているんで

すけれども、その辺についてどのようになっているのか、お伺いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 望月課長。 

○環境課長（望月新路君） 現在、避難場所の合併浄化槽と下水の状況はちょっと把握してお

りませんけれども、以前から下水道施設が災害があった場合に復旧に時間がかかってしまう

と。その反面、合併浄化槽については、壊れるは壊れるけれども、すぐ復旧される可能性が

あるということの中で、そういう下水道事業から合併浄化槽に切り替えることも視野に入れ

てはどうかということはございます。それにつきましては、また今後、下水道事業とうちの

環境課の合併浄化槽事業と併せて検討してまいりたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 20ページの合併浄化槽の管理235件ということは、このカバーしてい

る人口は何人くらいなのか、参考に教えてください。もし、あれじゃ後でもいいですよ。 

○委員長（長谷部 集君） 望月課長。 
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○環境課長（望月新路君） 一応５人家族と想定しますと、約1,200人ぐらいになります。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） また、先ほど単独浄化槽のことでちょっとあれが出たんですけれども、

皆さんの参考になればと思ってちょっと発表させてもらいますけれども、今、旧竜王新町の

ほうから北から南まで、甲斐市竜王浄化槽管理組合と浄化槽を管理してちゃんときれいにし

ましょうねと、くみ取も年間ちゃんとしてください、保守点検もしましょうねと、国の法定

点検もしましょうねという、今、私たちの組合があるんですけれども、それが旧竜王町だけ

で2,600件です。入っていないところもあるし、入っているところもありますけれども、入

ってくれているところが約2,600件あります、管理している。年々約200件減っています。

去年は2,800件、今年は2,600件、大体200件ぐらいいわゆる下水のほうにつないでいただい

ているということです。簡単に言うとそんなような今推移になる、浄化槽の管理ということ

になっていますね。 

○委員長（長谷部 集君） 質疑ですか、意見ですか。 

○委員（ 口孝之君） 情報提供です。ちょっと質問があります。 

○委員長（長谷部 集君） 質問してください。 

○委員（ 口孝之君） 16ページの01番、すみません、19ページの01番、合併浄化槽の整備

事業で、一番下の項目で、右の項目で合併浄化槽設置工事が４件ということがありますけれ

ども、それが351万8,900円支出になっているんですけれども、これ４件のうち358万ですけ

れども、その大きさとか槽とかどういうようにして支出しているんでしょうか。決まってい

るんですか、一律なのか。 

○委員長（長谷部 集君） 望月課長。 

○環境課長（望月新路君） お答えします。 

  一応、今回４件のうち５人槽が１件、７人槽が３件になっております。一応その５人槽と

７人槽の訳なんですけれども、住宅の延べ床面積が130平米が境になっておりまして、130

平米未満の場合は５人槽、それ以上の場合は７人槽ということで区分しております。 

  一応、基本的には国の基準額がございますので、その基準額の工事費を基に、あとは若干

附属の配水管の設置等がございまして、それも含めました金額になっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 
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  ほかに質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） 発言は質問、意見、要望にとどめていただけるようにお願いを申

し上げます。 

  以上で質疑を終了といたします。 

  これより本委員会に付託をされました認定第９号 令和４年度甲斐市合併浄化槽事業特別

会計歳入歳出決算認定の件について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより本案について採決を行います。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり認定するべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、認定第９号 令和４年度甲斐市合併浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定の件を

終了といたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 １時４６分 

 

再開 午後 １時５３分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、認定第７号 令和４年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計歳入歳出決算認定の件を

議題といたします。 

  なお、説明及び質疑は歳入歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、歳入歳出一括で当局の説明を求めます。 
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  中澤上下水道工務課長。 

○上下水道工務課長（中澤一昭君） 大変お疲れさまでございます。よろしくお願いいたしま

す。 

  それでは、上下水道業務課及び工務課が所管いたします地域し尿処理施設特別会計の決算

についてご説明させていただきます。 

  資料につきましては、決算書、決算参考資料のナンバー９、決算審議資料、指定管理者導

入施設の実績についての４種類でございます。 

  初めに、事業概要を説明いたします。 

  この事業につきましては、敷島地区にあります松島団地の地域し尿処理施設の維持管理費

用が主な内容となっております。松島団地の処理施設につきましては、昭和56年に竣工し、

処理人槽は1,380人槽、使用戸数につきましては、現在265戸であります。 

  なお、双葉登美団地につきましては、地元自治会において指定管理を行っておりますので、

市からの支出はございません。 

  それでは、決算内容につきましてご説明させていただきます。 

  決算書の265ページをお願いいたします。 

  歳入歳出決算総括表であります。 

  予算現額1,268万円に対しまして、収入額1,260万9,512円、歳出額1,204万4,840円、歳入

歳出差引額は56万4,672円でありまして、翌年度への繰越額となります。 

  次に、同じく決算書の270、271ページをお願いいたします。 

  歳入の決算事項別明細書であります。 

  １款使用料及び手数料、１項使用料、１目衛生使用料、１節地域し尿処理施設使用料につ

きましては、収入済額705万7,600円であります。こちらは松島団地265世帯からの年間使用

料収入であります。 

  次に、２款財産収入、１項財産運用収入、１目１節利子及び配当金につきましては、収入

済額１万2,000円で、地域し尿処理施設基金運用収入であります。 

  次に、３款繰入金、１項１目１節一般会計繰入金につきましては、収入済額427万1,000

円で、職員１人分の給与費の一部と工事費に対する繰入金であります。 

  次に、４款１項１目１節繰越金につきましては、収入済額126万7,912円で、前年度から

の繰越金であります。 

  次に、５款諸収入、１項１目１節預金利子につきましては、収入済額1,000円となってお
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ります。 

  続きまして、２項１目１節雑入につきましては、収入はありませんでした。 

  次に、歳出の決算事項別明細書でありますが、決算書の274、275ページとなりますが、

説明につきましては、決算資料ナンバー９に基づきましてご説明させていただきます。 

  それでは、決算参考資料の３ページをお願いいたします。 

  １款衛生費、１項地域し尿処理施設費、１目地域し尿処理施設維持費であります。ナンバ

ー01地域し尿処理関係職員費につきましては、支出済額517万4,335円で、財源内訳のその

他財源は一般会計繰入金で、それ以外は一般財源となります。事業内容につきましては、下

水道施設係職員１名分の人件費であります。 

  続きまして、ナンバー02地域し尿処理施設維持費につきましては、支出済額685万8,505

円、財源内訳のその他財源は一般会計繰入金と預金利子で、それ以外は一般財源となります。

事業内容につきましては、施設に係る光熱水費、火災保険料、保守点検委託料等の維持管理

経費であります。 

  なお、火災保険料の敷島台団地でありますが、既存建物の火災保険料であります。 

  次に、２款諸支出金、１項基金積立金、１目地域し尿処理施設基金積立金、ナンバー01

地域し尿処理施設基金積立金につきましては、支出済額１万2,000円で、財源内訳のその他

財源は、基金の運用収入であります。 

  ４ページをお願いいたします。 

  ３款１項１目予備費につきましては、支出はございませんでした。 

  次に、決算書の277ページをお願いいたします。 

  財産に関する調書であります。 

  地域し尿処理施設基金につきましては、令和４年度の積立金が１万2,000円でしたので、

年度末現在高は3,772万8,000円であります。こちらの基金は、施設の大規模改修が必要に

なったときの財源として、毎年預金利子分を基金へ積み立てているものであります。 

  次に、別冊の決算審議資料15ページをお願いいたします。 

  こちらは、地域し尿処理施設特別会計決算状況につきまして、歳入及び歳出の内訳を表と

グラフで示したものであります。 

  最後になりますが、別冊の指定管理者導入施設の実績についての11、12ページをお願い

いたします。 

  主な内容についてご説明させていただきます。 
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  施設名は、双葉登美団地地域し尿処理場であります。 

  ２の指定管理者名は、双葉登美団地汚水処理施設管理組合です。 

  ４の指定期間は、令和３年４月１日から令和８年３月31日までの５年間となっておりま

す。 

  ６の建設年月日でありますが、昭和63年３月10日で、既に35年が経過しております。 

  ７の概要ですが、浄化槽の規模は800人槽であります。 

  ８の利用状況につきましては、加入世帯数が166世帯であります。 

  ９の令和４年度指定管理料でありますが、市からの支出はございません。 

  12ページをお願いいたします。 

  10の令和４年度収支決算状況でありますが、収入の部といたしまして、使用料収入が479

万6,000円、繰越しが473万6,037円、諸収入で5,076円、収入合計で1,223万7,113円であり

ます。支出の部でありますが、修繕費で113万3,550円、光熱水費で253万9,648円、委託料

で158万4,621円など、支出合計で536万7,586円となっております。 

  以上が地域し尿処理施設特別会計の決算の内容となります。ご審議のほどよろしくお願い

いたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  所管は建設経済常任委員会であります。 

  質疑ございませんか。よろしいですか、どうでしょう。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 加入世帯が166なんですが、あそこは大分空きも目立つけれども、

250戸ぐらいあったような気がしますが、どうでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 松島団地のことですか。 

○委員（松井 豊君） いや、登美団地のことです。 

○委員長（長谷部 集君） 登美団地のことですね。登美団地の加入世帯が増えているか減っ

ているかという、その様子ということですか。 
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○委員（松井 豊君） 区画で前250くらいあって、今は大分空き家もありますが、それでも

166というのはちょっと少ないなと思ったから聞いたんです。 

○委員長（長谷部 集君） 中澤課長。 

○上下水道工務課長（中澤一昭君） お答えいたします。 

  登美団地の加入世帯数でございますが、松井委員が今おっしゃっているのは、件数がもっ

とあるではないかという内容だと思いますけれども、これ先ほど申しますとおり、自治会の

指定管理にお任せしております。その結果、内容は現在使用しているのが166世帯というよ

うな報告を受けておりますので、そこは間違いないかと思っております。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） すみません、ちょっと松島団地のほうで、維持費の負担が非常に大変

だというような話を聞いているんですけれども、これ１戸当たりの維持費はどの程度かかっ

ているんでしょう。 

○委員長（長谷部 集君） 松島団地の。 

  中澤課長。 

○上下水道工務課長（中澤一昭君） 大変お待たせして申し訳ありませんでした。 

  住民が払っている料金でよろしいですか。 

  月々2,200円という負担になっております。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、以上で委員の質疑を終了します。 

  これより本委員会に付託をされました認定第７号 令和４年度甲斐市地域し尿処理施設特

別会計歳入歳出決算認定の件について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより本案について採決を行います。 

  お諮りします。本案は原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり認定すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、認定第７号 令和４年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計歳入歳出決算認定の件

について終了いたします。 

  次に、認定第８号 令和４年度甲斐市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定の件を

議題といたします。 

  なお、説明及び質疑は歳入歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、歳入歳出一括で当局の説明を求めます。 

  中澤上下水道工務課長。 

○上下水道工務課長（中澤一昭君） 引き続きよろしくお願いいたします。 

  次に、農業集落排水事業特別会計の決算についてご説明させていただきます。 

  初めに、事業概要を説明いたします。 

  農業集落排水処理施設は、甲府市の平瀬浄水場北部に位置する吉沢地区寺平集落の水質保

全を目的として建設され、平成７年度の供用開始から28年が経過している施設の維持管理

を行っている事業でございます。施設名は寺平地区浄化センターで、供用開始は平成７年７

月、処理区域面積は３ヘクタールであります。計画戸数は42戸で、現在の使用戸数は37戸

であります。計画人口は160人で、現在の使用人数は79人という状況であります。 

  それでは、決算内容につきましてご説明させていただきます。 

  決算書の279ページをお願いいたします。 

  歳入歳出決算総括表であります。 

  予算現額1,054万9,000円に対しまして、歳入額1,052万3,999円で、歳出額992万607円、

歳入歳出差引額は60万3,392円でありまして、翌年度への繰越額となります。 

  次に、同じく決算書の284、285ページをお願いいたします。 

  歳入の決算事項別明細書であります。１款分担金及び負担金、１項負担金、１目１節農業

集落排水施設維持管理負担金につきましては、収入済額126万5,000円であります。こちら

は寺平地区浄化センターの保守点検委託料に伴う甲府市からの負担金でありまして、負担率

は２分の１となっております。 

  次に、２款使用料及び手数料、１項使用料、１目下水道使用料、１節農業集落排水下水道
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使用料につきましては、収入済額126万1,738円であります。こちらは対象世帯の年間使用

料収入で、内訳としましては、現年度分121万7,832円、過年度分４万3,906円となっており

ます。 

  続きまして、２項１目手数料、２節督促手数料につきましては、収入済額1,000円で、10

件分の督促手数料であります。 

  次に、４款繰入金、１項１目１節一般会計繰入金につきましては、収入済額727万円であ

ります。内訳としまして、事務費繰入金が96万9,000円、公債費繰入金が630万1,000円とな

っております。 

  次に、５款１項１目１節繰越金につきましては、収入済額72万6,261円であります。 

  次に、６款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、１目１節延滞金につきましては、収入は

ございませんでした。 

  続きまして、２項１目雑入につきましても、収入はございませんでした。 

  次に、歳出の決算事項別明細書であります。決算書の288、289ページとなりますが、説

明につきましては、決算参考資料ナンバー９に基づきましてご説明させていただきます。 

  それでは、決算参考資料の５ページをお願いいたします。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、ナンバー01農業集落排水施設維持管理

事業につきましては、支出済額362万623円で、財源内訳のその他財源は一般会計繰入金97

万16円と甲府市からの負担金126万5,000円で、それ以外は一般財源であります。事業内容

につきましては、浄化センター維持管理に伴う光熱水費や保守点検委託料などであります。 

  次に、２款１項公債費、１目元金、ナンバー01元金につきましては、支出済額585万

6,762円で、財源内訳のその他財源は一般会計繰入金であります。事業内容につきましては、

準公営企業債７件分の償還元金です。 

  なお、償還完了は令和７年度末となります。 

  ６ページをお願いいたします。 

  ２款１項公債費、２目利子、ナンバー01利子につきましては、支出済額44万3,222円であ

ります。財源内訳のその他財源は一般会計繰入金であります。内容につきましては、準公営

企業債７件分の支払利子です。 

  次に、３款１項１目予備費につきましては、支出はございませんでした。 

  次に、別冊の決算審議資料16ページをお願いいたします。 

  こちらは農業集落排水事業特別会計決算状況につきまして、歳入及び歳出の内訳を表とグ
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ラフで示したものと地方債現在高を示したものでございます。 

  以上が農業集落排水事業特別会計の決算の内容となります。ご審議のほどよろしくお願い

いたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、以上で委員の質疑を終了いたします。 

  これより本委員会に付託をされました認定第８号 令和４年度甲斐市農業集落排水事業特

別会計歳入歳出決算認定の件について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより本案について採決を行います。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり認定するものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、認定第８号 令和４年度甲斐市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定の件

を終了します。 

  次に、認定第10号 令和４年度甲斐市水道事業会計決算認定の件を議題といたします。 

  なお、水道事業報告書及び水道事業決算書についての説明及び質疑は一括で行いたいと思

います。 

  それでは、水道事業報告書及び水道事業決算書について、一括で説明を求めます。 
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  梅原公営企業部長。 

○公営企業部長（梅原 剛君） お疲れさまでございます。 

  それでは、令和４年度甲斐市水道事業会計決算書について説明させていただきます。 

  16ページのほうお願いいたします。 

  主な内容につきまして説明をさせていただきます。 

  １、概況、（１）総括事項の事業状況でありますが、甲斐市水道事業では、甲斐市第２次

水道ビジョンにおいて安全な水道、安定性の高い水道、持続可能な健全経営を目標とし、基

本理念である「かけがえのない安全でおいしい水をいつまでも」を実現するために事業を展

開しております。 

  次に、給水状況等の詳細につきましては、この後説明させていただきます。 

  続きまして、18ページをお願いいたします。 

  （２）経営指標に関する事項であります。 

  経営指標の推移、アの経営の健全性、効率性でありますが、表により数値を示してありま

す。縦軸は①の経常収支比率から⑧の有収率まで、横軸は平成30年度から令和４年度まで

の表になっております。 

  その中で、令和４年度の欄になりますが、①の経営収支比率につきましては133.32％と

前年度より3.48ポイント減となりましたが、100％を超えており、経営状況は健全な水準に

なっております。 

  ⑧の有収率につきましては88.30％と前年度より0.42ポイント増となりました。類似団体

とほぼ同水準でありますが、今後も老朽管の更新など、適正な維持管理を持していき、有収

率をよりアップさせていく必要があります。 

  なお、19ページ、20ページはただいま説明させていただきました経営指標のグラフであ

ります。 

  次に、21ページをお願いいたします。 

  イ、老朽管の状況でありますが、これも表により数値を示しております。縦軸は①の有形

固定資産減価償却率から③の管路更新率まで、横軸は平成30年度から令和４年度までの表

になっております。 

  その中で、令和４年度の欄になりますが、②の管路経年化率につきましては12.60％と前

年度より1.66ポイント増となり、今後耐用年数に達し、更新時期を迎える管路が増加する

見込みでございます。 
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  続きまして、決算書の詳細につきましては、課長より説明させていただきます。 

○委員長（長谷部 集君） 寺島上下水道業務課長。 

○上下水道業務課長（寺島 信君） それでは、水道事業会計決算書の詳細につきましてご説

明申し上げます。 

  公営企業会計決算書の22ページをお願いいたします。 

  まず初めに、（３）議会議決及び認定事項でございます。令和３年度から４年度への水道

事業の繰越し報告が１件、令和４年度補正予算の案件が３件、令和３年度決算認定が１件、

令和４年度水道給水条例の一部改正が１件、令和５年度当初予算の案件が１件、計７件を上

程いたしました。 

  （５）職員に関する事項につきましては、令和４年度は前年度から職員１名が増となって

おります。 

  ２、工事、（１）建設改良工事の概況につきましては、25ページの一覧表のとおりでご

ざいますが、内訳につきましては、設計委託が片瀬配水場増圧ポンプ場整備工事の実施設計

業務委託等２件のほか３件、配水管布設工事が田富町敷島線の富竹２－１工区のほか４件の

計５件、合計施工延長が1,343.66メーターでございます。配水管布設替え工事につきまし

ては、西八幡地内の竜の４－１工区ほか５件の計６件、合計施工延長が1,325.04メーター

でございます。下水道受託工事につきましては、下水道工事に伴います配水管布設替え工事

で４件、合計施工延長は756.73メーターでございます。施設整備工事につきましては、老

朽化に伴いますポンプ場の排水設備の更新改良工事で、万才配水場の機電設備更新工事ほか

６件の計７件の工事を実施しております。 

  23ページに戻っていただきまして、（２）量水器取付けの概況につきましては、合計で

3,866件の取替えを行いました。 

  （３）漏水修理の概況につきましては、本管の漏水が９件、給水管の漏水が23件、合計

で32件の対応をいたしました。 

  24ページをお願いいたします。 

  ここからは、主な点のみの説明とさせていただきます。 

  （１）業務量につきましては、表の下から３行目にもあるとおり、供給単価と給水原価の

関係では、水を供給するためにかかる費用である給水単価の132.21円から給水原価の

103.51円を差し引いた額が実質のもうけとなります。令和４年度につきましては、１立米

当たりのもうけは約29円となります。 
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  次に、（２）事業収入に関する事項でございます。 

  （３）事業費に関する事項との関係につきましては、35ページの円グラフでお示しして

あるとおり、上が収入、下が支出で示してございます。ここでは収入の８割程度が給水収益

であることが分かります。また、（１）の表で、前年度に比べ給水人口が157人増え、給水

栓数も195栓増えているにもかかわらず、（２）の表の一番上の営業収益が減となっており

ます。これは、市民の節水意識の高まりや節水器具等の普及などが影響して給水量が減った

ものと推測されます。 

  以上の要因も踏まえまして、令和４年度の事業費に関する事項につきましては、（２）の

事業収益から（３）の事業費を差し引いた額の約２億3,670万円が純利益となっております。 

  25ページの４、会計、（１）重要契約の要旨につきましては、１件300万円以上の設計委

託及び工事をまとめたものでございます。 

  詳細につきましては、後ほど説明をさせていただきます。 

  26ページをお願いいたします。 

  （２）企業債の概況であります。これは借入残高表であります。借入先につきましては、

財政融資資金と地方公共団体金融機構の２か所であり、双方とも令和４年度の借入れはござ

いません。令和４年度中の償還の額が442万3,564円で、年度末現在高が2,178万4,860円と

なっております。償還完了につきましては、令和13年３月の予定でございます。 

  なお、詳細につきましては、34ページに明細書として掲載しております。 

  公営企業決算書の２ページ、３ページにお戻りください。 

  令和４年度甲斐市水道事業決算報告書でございます。 

  （１）収益的収入及び支出につきましては、まず初めに収入からでございます。 

  １款水道事業収益の決算額は10億3,007万2,233円で、内訳といたしましては、１項営業

収益につきましては、決算額９億2,210万7,346円、２項営業外収益につきましては、決算

額１億796万4,887円であります。３項特別利益につきましてはございませんでした。 

  次に、支出でございます。 

  １款水道事業費用の決算額は７億5,728万9,796円で、内訳といたしましては、１項営業

費用につきましては、決算額７億3,728万7,825円、２項営業外費用が決算額1,982万6,588

円、３項特別損失が決算額17万5,383円、４項予備費の支出はございませんでした。 

  以上、支出の詳細につきましては、この後、決算参考資料のナンバー９にてご説明をさせ

ていただきます。 
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  それでは、決算参考資料のナンバー９の７ページをお願いいたします。 

  収益的支出の詳細でございます。 

  １款水道事業費用、１項営業費用、ナンバー01原水及び浄水費につきましては、決算額

１億8,176万6,956円で、財源内訳といたしましては、その他は雑収益で、残りは一般財源

でございます。雑収益につきましては、飲料水の兼用耐震性貯水槽維持管理負担金でありま

す。事業内容といたしましては、水道施設の運転管理等業務委託費として、委託先でもあり

ます株式会社ウォーターエージェンシーへの支払い分、また、塩川ダム受水費につきまして

は、峡北地域広域水道企業団から双葉地区の一部へ送水をしておりますので、その受水費で

あります。 

  次に、ナンバー02配水及び給水費につきましては、決算額9,236万5,810円で、財源内訳

といたしましては、その他は雑収益及び一般会計からの補助金、残りは一般財源であります。

雑収益につきましては、消火栓の修繕や下水道工事に関連いたします保証収入でございます。

事業内容といたしましては、上水道施設係の職員５人分の人件費、検定満了量水器取替え業

務につきましては、3,866件の取替えを行いました。また、漏水等の修繕工事を行っており

ます。 

  次に、ナンバー03受託工事費でありますが、受託工事はございませんでした。 

  ８ページをお願いいたします。 

  ナンバー04業務及び総係費につきましては、決算額１億4,446万9,364円で、財源内訳と

いたしましては、その他が下水道会計、簡易水道会計からの負担金で、残りは一般財源でご

ざいます。事業内容といたしましては、上水道業務課職員の人件費、フジ地中情報株式会社

に委託しております収納業務委託料、料金会計システムの経費、庁舎改修管理費等及び事務

費等でございます。 

  次に、ナンバー05減価償却費につきましては、決算額３億335万5,545円で、財源内訳と

いたしましては、全て一般財源でございます。内容につきましては、有形固定資産減価償却

費であります。 

  次に、ナンバー06資産減耗費につきましては、決算額1,533万150円で、財源内訳といた

しましては、全て一般財源でございます。内容につきましては、機械及び装置除却分及び構

築物除却分等であります。 

  次に、ナンバー07その他営業費用につきましては、支出がございませんでした。 

  ９ページをお願いいたします。 
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  １款水道事業費用、２項営業外費用、ナンバー01支払利息及び企業債取扱諸費につきま

しては、決算額52万6,952円で、財源内訳といたしましては、全て一般財源でございます。

内容につきましては、企業債の償還利子でございます。 

  次に、ナンバー02災害対策費につきましては、決算額179万1,236円で、財源内訳といた

しましては、全て一般財源でございます。事業内容につきましては、災害対策用の貯水袋の

出庫分と組立式給水タンクを３基購入しております。 

  次に、ナンバー03雑支出はございませんでした。 

  ナンバー05消費税及び地方消費税につきましては、決算額1,750万8,400円で、財源内訳

といたしましては、全て一般財源でございます。事業内容につきましては、令和４年度分の

消費税として納付したものでございます。 

  次に、下の表の１款水道事業費用、３項特別損失、ナンバー04過年度損益修正損につき

ましては、決算額17万5,383円で、財源内訳といたしましては、全て一般財源でございます。

事業内容につきましては、過年度還付分及び消費税等の追加納付分でございます。 

  次に、ナンバー05その他特別損失はございませんでした。 

  10ページをお願いいたします。 

  １款水道事業費用、４項予備費、ナンバー01予備費の支出はございませんでした。 

  それでは、もう一度、公営企業会計決算書の４ページ、５ページをお願いいたします。 

  （２）資本的収入及び支出でありますが、まずは収入であります。 

  １款資本的収入の決算額は5,363万7,444円で、その内訳といたしまして、３項負担金が

決算額2,222万1,144円、８項加入金が決算額3,141万6,000円でございます。 

  次に、支出であります。 

  １款資本的支出の決算額は４億3,062万4,034円で、内訳といたしましては、１項建設改

良費が決算額４億2,620万470円、２項企業債償還金が決算額442万3,564円でございます。

翌年度への繰越額につきましては4,866万4,000円、不用額は8,251万3,966円であります。 

  なお、資本的支出に対する資本的収入の不足額の補塡内容につきましては、５ページの表

の下に記載しておりますので、ご確認をお願いいたします。 

  支出の詳細につきましては、この後決算参考資料ナンバー９にてご説明を申し上げます。 

  それでは、決算参考資料のナンバー９に戻っていただきまして、11ページをお願いいた

します。 

  資本的支出の内容でございます。 
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  １款資本的支出、１項建設改良費、ナンバー01建設工事費につきましては、決算額7,948

万1,600円で、財源内訳といたしましては、全て一般財源でございます。事業内容につきま

しては、田富町敷島線に関連いたします配水管布設工事が３件、その他配水管布設工事とし

て、国道20号線の関連等に２件ございます。 

  同じくその下ナンバー01建設工事費につきましては、前年度からの繰越明許分でござい

ます。決算額2,292万8,400円で、財源内訳といたしましては、全て一般財源でございます。

事業内容につきましては、片瀬配水場増圧ポンプ場整備工事に関係いたします用地測量、地

質調査、実施設計等の業務委託費であります。 

  次に、ナンバー02改良工事費につきましては、決算額２億515万4,400円で、財源内訳と

いたしましては、その他は下水道工事に伴います工事負担金で、残りは一般財源でございま

す。事業内容につきましては、配水管布設替えに伴います工事費設計業務委託と下水道工事

に伴います配水管布設替え工事などでございます。 

  次に、12ページをお願いいたします。 

  ナンバー03量水器費につきましては、決算額61万7,070円で、財源内訳といたしましては、

全て一般財源でございます。事業内容につきましては、新規量水器416個分の費用でござい

ます。 

  次に、ナンバー04固定資産購入費につきましては、決算額１億1,001万9,000円で、財源

内訳といたしましては、全て一般財源でございます。事業内容につきましては、配水場及び

水源における機械設備の更新工事等であります。 

  13ページをお願いいたします。 

  １款資本的支出、２項企業債償還金、ナンバー01企業債償還金につきましては、決算額

442万3,564円で、財源内訳といたしましては、全て一般財源でございます。事業内容につ

きましては、企業債の償還元金でございます。 

  次に、たな卸資産購入限度額であります。決算額259万700円で、財源内訳といたしまし

ては、全て一般財源でございます。事業内容につきましては、備蓄用の飲料水「龍王源水」

の製造及び量水器、貯水袋等の購入分でございます。 

  ここで、公営企業会計決算書の６ページをお願いいたします。 

  損益計算書でございます。この指標につきましては、税抜きの表示となっております。こ

れは、当年度の事業においてどのような営業活動をしたか、また、どれだけの成績を上げた

かを示したものでございます。 
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  また、７ページのキャッシュフロー計算書につきましては、当年度の事業における資金収

支の状況、いわゆる現金の流れについて活動を区分してお示しをしたものでございます。 

  一番下の資金期末残高、令和４年度末に水道事業として保有おります現金であります。

13億7,640万4,305円でございます。 

  次に、８ページをお願いいたします。 

  令和４年度甲斐市水道事業剰余金計算書でございます。剰余金とは、資本金の額を超過し

た分であり、その源泉につきましては、営業活動によって得たもの、利益剰余金とそれ以外

によって得たもの、資本剰余金に分かれております。年度中に剰余金がどのように増減、変

動したかを示す報告書となっております。表、右から３列目の一番下にございます当年度末

処分利益剰余金の３億5,074万4,937円は、当年度純利益２億3,674万4,937円と建設改良積

立金取崩し額の１億1,400万円を合わせた額でもあります。 

  次の９ページは、令和４年度甲斐市水道事業剰余金処分計算書（案）でございます。８ペ

ージの剰余金計算書の最下段にあります当年度未処分利益剰余金の３億5,074万4,937円の

うち、既に積立てであります建設改良積立金を取り崩した１億1,400万円を資本金へ組み入

れることで、令和４年度の純利益分の２億3,674万4,937円を新たに建設改良積立金へ積み

立てることについて、議会の議決が必要となるものでございます。本９月議会の決算認定後

は、この剰余金計算書には案がなくなります。 

  続きまして、10、11ページをお願いいたします。 

  この貸借対照表につきましては、事業の資産、負債、資本など、保有する全ての財産を総

括的に示したものでございます。 

  27ページからは、水道事業会計決算附属明細書の内容となっておりますので、後ほどご

確認をお願いいたします。 

  少々長くなりましたけれども、以上で水道事業会計の決算の説明を終わります。ご審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） ７ページのナンバー02番、右の欄のほうに、下から３番目、漏水修
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繕等ということで約3,300万ぐらい結構大きな金額がかかっていると思います。もし、その

3,300万の中でどのような内容だったのか、内訳が分かれば教えてください。 

○委員長（長谷部 集君） 深澤上水道施設係長。 

○上水道施設係長（深澤勇也君） お答えいたします。 

  漏水修繕の内容の内訳につきましては、漏水修繕が32件で1,363万980円となっておりま

す。それ以外に検定満期、８年に一度、量水器を取り替える必要があるんですが、それのと

きに発覚しました止水栓不良の修繕が35件、566万1,744円となっております。 

  次に、まだちょっと甲斐市でも鉛管を給水管として使用しているところがございまして、

その解消に伴う修繕が22件、416万3,610円となっております。あと、消火栓の修繕が８件、

292万3,910円となっております。 

  そのほかに、検定満期に基づかないんですが、止水栓不良が発覚した場合や舗装復旧など

のその他の修繕がございまして、それが22件、660万7,810円となっており、これ合計しま

すと119件ございまして3,298万8,054円となっております。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 細かくありがとうございました。 

  先ほど部長が言ったように、大切な水を漏水しないように大切に扱ってということですけ

れども、漏水しているところを見つけるというのは、誰か専門の人とかどういうような、係

とかがいるんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 深澤係長。 

○上水道施設係長（深澤勇也君） 料金収納業務をフジ地中情報株式会社というところに委託

をしているんですけれども、その業務の中で漏水の音調調査という、音を聞いて漏水を発見

するようなことの委託のお願いをしております。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） これから大切な水ですので、漏水のないように対処をお願いしたいと

思います。 

  委員長。 

○委員長（長谷部 集君） 続けてください。 

○委員（ 口孝之君） 13ページをお願いしたいと思います。 

  01番、下の欄のたな卸資産購入限度額で、備蓄用飲料水が３万6,000本、たしか前年度が

２万4,000本ぐらいで、１万2,000本ぐらい増えているんですけれども、その要因というの
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は何かありますか。 

○委員長（長谷部 集君） 藤井上水道総務係長。 

○上水道総務係長（藤井亮一君） 令和４年度に製造本数が増えたということで、その要因に

ついてなんですけれども、こちら２年に一度、防災危機管理課において災害備蓄用の飲料水

を購入していただいていますんで、令和４年度はその年だったということで増えているとい

うことでございます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） １点、お願いします。 

  ８ページ、06機械及び装置の除却と構築物除却という、これの内容を少し教えてくださ

い。 

○委員長（長谷部 集君） 藤井係長。 

○上水道総務係長（藤井亮一君） 資産減耗費のところのことだと思います。 

  機械及び装置の除却分になるんですけれども、こちら資産減耗といいますと、下水道工事

等に伴って水道管を布設替えするときですとか、あと更新工事、電気設備を更新するときに

まだ減価償却をし切っていない額をこちらに資産減耗費というところに載せさせていただい

ているんですけれども、今回の機械及び装置除却分の350万円につきましては、12ページに

あります第13水源取水ポンプ更新工事のときに取り替えたポンプが37万円分、その下の第

10水源の取水ポンプの更新工事のときに取り替えた分が62万円分、下から２番目の万才配

水場の機電設備の更新工事のときに取り替えた分が255万円となっております。その合計で

あります。 

  構築物の除去分の1,100万につきましては、細かい内訳はちょっと分からないんですけれ

ども、下水道工事をしたときとかに古い管路を交換するんですけれども、そちらの合計にな

ります。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 
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  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ９ページの真ん中です。05の消費税及び地方消費税ですが、これの

課税対象と率についてちょっと確認したいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時５６分 

 

再開 午後 ２時５７分 

 

○委員長（長谷部 集君） 会議を再開いたします。 

  答弁につきましては、今確認中ですので、またこの審査中にお答えをしますけれども、そ

のほかに質疑がありましたら先に進めたいと思います。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時５７分 

 

再開 午後 ３時０２分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  八巻経理徴収係長。 

○経理徴収係長（八巻加奈君） お答えいたします。 

  消費税の税率につきましては、6.24％課税対象額265万9,000円、10％課税対象額８億

4,907万2,000円となっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、以上で委員の質疑を終了いたします。 
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  これより本委員会に付託をされました認定第10号 令和４年度甲斐市水道事業会計決算

認定の件について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより本案について採決を行います。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり認定すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、認定第10号 令和４年度甲斐市水道事業会計決算認定の件を終了します。 

  次に、認定第11号 令和４年度甲斐市簡易水道事業会計決算認定の件を議題といたしま

す。 

  なお、簡易水道事業報告書及び簡易水道事業決算書について、説明及び質疑は一括で行い

たいと思います。 

  それでは、簡易水道事業報告書及び簡易水道事業決算書について、一括で説明をお願いし

ます。 

  梅原公営企業部長。 

○公営企業部長（梅原 剛君） それでは、続きまして、令和４年度甲斐市簡易水道事業会計

決算書について説明させていただきます。 

  こちらのほうの52ページをお願いいたします。 

  主な内容につきまして説明させていただきます。 

  １、概況、（１）総括事項の事業状況でありますが、甲斐市簡易水道事業では、令和２年

４月から地方公営企業法を適用し、公営企業会計の適用を行いました。自主財源の乏しい状

況に変わりありませんが、減価償却費や資産及び負債の保有状況と分析しつつ、甲斐市第２

次水道ビジョンに基づく事業経営を展開していきます。 

  次に、給水状況等の詳細につきましては、この後説明させていただきます。 

  続きまして、54ページをお願いいたします。 
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  （２）経営指標に関する事項であります。 

  経営指標の推移、アの経営の健全性、効率性でありますが、先ほどの水道事業と同じ項目

を表に数値で示しております。 

  表中の令和４年度の欄になりますが、①の経常収支比率につきましては97.37％と前年度

より1.49ポイント減となり、100％をやや下回っておりますが、おおむね健全な水準であり

ます。 

  ②の累積欠損金比率でありますが、令和４年度は欠損金が発生したため17.72％となりま

した。 

  ③の流動比率でありますが、令和４年度は27.07％と前年に比べ10.12ポイントとなりま

したが、今後比率上昇は難しい状況であります。 

  なお、55、56ページは、ただいま説明しました経営指標のグラフでございます。 

  次に、57ページをお願いいたします。 

  イの老朽化の状況でありますが、先ほどの水道事業と同じ項目を表にして数値に示してお

ります。 

  表中の令和４年度の欄になりますが、②管路経年化率でありますが、16.99％とやや低い

状況であります。 

  続きまして、決算書の詳細につきましては、課長から説明させていただきます。 

○委員長（長谷部 集君） 寺島上下水道業務課長。 

○上下水道業務課長（寺島 信君） 引き続きよろしくお願いいたします。 

  簡易水道事業会計決算書の詳細につきましてご説明差し上げます。 

  まず初めに、公営企業会計の決算書58ページをお願いいたします。 

  （３）議会議決及び認定事項でございます。 

  令和４年度補正予算の案件が４件、令和３年度決算認定が１件、令和５年度当初予算の案

件が１件、計６件を上程いたしました。 

  （４）行政官庁の認可事項につきましては、令和４年度簡易水道事業債について山梨県に

提出しております。認可をいただいております。 

  （５）職員に関する事項でございますが、職員の増減はございません。簡易水道事業の担

当職員は１名となっておりますが、これは会計上で、実際は複数人で業務を行っております。 

  ２、工事、（１）建設改良工事の概況につきましては、令和４年度はございませんでした。 

  次に、59ページをお願いいたします。 
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  （２）量水器取付けの概況でございますが、合計で４件の取替えを行いました。 

  （３）漏水修理の概況につきましては、本管の漏水が２件、給水管の漏水が３件の計５件

の対応をいたしました。 

  次のページ、60ページをお願いいたします。 

  ３、業務、（１）業務量でございますが、表の一番下、供給単価と給水原価の関係では、

水を供給するために係る費用でございます給水原価が601.58円に対して、それを供給する

単価が127.63円であるので、有収水量１立米当たり約474円の赤字となっております。 

  次に、（２）事業収入に関する事項でありますが、ここでは営業収益のうち水道料金であ

る給水収益が税抜きで1,553万5,293円で、昨年に比べ約23万円の減となりました。 

  その下、（３）事業費に関する事項につきましては、営業費用が営業外費用、特別損失の

合計が9,891万1,234円で、昨年度に比べ約340万円の減額となっております。 

  この（２）事業収益に関する事項と（３）事業費に関する事項につきましては、公営企業

会計決算書の71ページに円グラフで示しております。収入につきましては、50％以上が他

会計からの補助金、いわゆる一般会計からの繰入金で、依存度の高い状況が続いている状況

でございます。 

  61ページの４、会計、（１）重要契約の要旨につきましては、１件300万円以上の工事で

３件の内容でございます。 

  次の62ページをお願いいたします。 

  （２）企業債の概況であります。これは借入残高表であります。令和４年度に借り入れた

額2,400万円は財政融資資金からの借入れでございます。その横、令和４年度中に償還した

額が4,898万6,646円で、借入先につきましては、財政融資資金と銀行等地方債の分でござ

います。年度末残高が１億7,099万5,569円となります。 

  なお、詳細につきましては、70ページにも明細書として掲載をしてございます。 

  38、39ページにお戻りいただきまして、令和４年度甲斐市簡易水道事業決算報告書でご

ざいます。 

  まず初めに、（１）収益的収入及び支出の税込み決算額でございます。 

  １款水道事業収益の決算額は9,766万3,673円で、内容といたしましては、１項営業収益

が決算額1,735万6,125円で、２項営業外収益が決算額8,030万7,548円、３項特別利益はあ

りませんでした。 

  次に、収益的支出でございます。 
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  １款水道事業費用の決算額は9,228万6,319円で、内訳といたしましては、１項営業費用

が決算額9,287万4,804円、２項営業外費用が決算額519万93円、３項特別損失は決算額22万

1,422円、４項予備費の支出はございませんでした。 

  以上、支出の詳細につきましては、この後、決算参考資料ナンバー９にて説明をさせてい

ただきます。 

  それでは、決算参考資料のナンバー９の14ページをお願いいたします。 

  収益的支出の詳細でございます。 

  １款水道事業費用、１項営業費用、ナンバー01原水及び浄水費につきましては、決算額

1,855万9,009円で、財源内訳といたしましては、その他は一般会計繰入金で、残りは一般

財源でございます。事業内容につきましては、清川浄水場など電気料や電話料、保守点検、

水質検査委託料等でございます。 

  次に、配水及び給水費につきましては、決算額496万7,785円で、財源内訳といたしまし

ては、その他の一般会計繰入金及び手数料で、残りは全て一般財源でございます。事業内容

といたしましては、施設の保守点検や警備等委託料、漏水修繕などでございます。 

  次に、ナンバー03受託工事費でございますが、受託工事費はございませんでした。 

  15ページをお願いいたします。 

  ナンバー04業務及び総係費につきましては、決算額905万1,767円で、財源内訳といたし

ましては、その他は一般会計繰入金で、残りは全て一般財源でございます。事業内容といた

しましては、上水道施設係１名の人件費、敷島３地区の検針業務委託、会計システム経費、

水道事業会計への事務費負担金の支出などでございます。 

  次に、ナンバー05減価償却費につきましては、決算額5,625万8,753円で、財源内訳とい

たしましては、全て一般財源でございます。事業内容といたしましては、有形固定資産減価

償却費であります。 

  次に、ナンバー06資産減耗費につきましては、決算額403万7,490円で、財源内訳といた

しましては、全て一般財源でございます。事業内容につきましては、機械及び装置除却分で

ございます。 

  次に、ナンバー07その他の営業費用は支出がございませんでした。 

  16ページをお願いいたします。 

  １款水道事業費用、２項営業外費用、ナンバー01支払利息及び企業債取扱諸費につきま

しては、決算額442万9,893円で、財源内訳といたしましては、その他は一般会計繰入金で、
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残りは全て一般財源でございます。事業の内容につきましては、企業債の償還利子でござい

ます。 

  次に、ナンバー05消費税及び地方消費税につきましては、決算額76万200円で、財源内訳

といたしましては、全て一般財源でございます。事業内容といたしましては、令和４年度分

の消費税として納付したものでございます。 

  １款水道事業費用、３項特別損失、ナンバー04過年度損益修正損につきましては、決算

額22万1,422円で、財源内訳といたしましては、その他は一般会計繰入金で、残りは一般財

源でございます。事業の内容といたしましては、漏水減免の過年度調定分でございます。 

  次に、ナンバー05その他特別損失はございませんでした。 

  17ページをお願いいたします。 

  １款水道事業費用、４項予備費、ナンバー01予備費の支出はございませんでした。 

  それでは、もう一度、公営企業会計の決算書40ページ、41ページをお願いいたします。 

  ここからは、（２）資本的収入及び支出につきましてご説明させていただきます。 

  まず初めに、収入であります。 

  １款資本的収入の決算額は4,258万5,000円で、内訳といたしましては、１項企業債の決

算額2,400万円、７項補助金の決算額1,826万6,000円、８項加入金の決算額31万9,000円で

ございます。 

  次に、支出でございます。 

  １款資本的支出の決算額は7,326万2,636円で、内訳といたしましては、１項建設改良費

が決算額2,427万5,990円、２項企業債償還金が決算額4,898万6,646円でございます。 

  なお、資本的支出に対する資本的収入の不足額の補塡内容につきましては、41ページの

表の下に掲載しておりますので、ご確認をお願いいたします。 

  支出の詳細につきましては、この後、決算参考資料ナンバー９にてご説明申し上げます。 

  それでは、決算参考資料ナンバー９の18ページをお願いいたします。 

  資本的支出でございます。 

  １款資本的支出、１項建設改良費、ナンバー03量水器費につきましては、決算額9,990円

で、財源内訳といたしましては、一般財源でございます。事業の内容につきましては、新規

設置、量水器の出庫分であります。 

  次に、ナンバー04固定資産購入費につきましては、決算額2,426万6,000円で、財源内訳

といたしましては、2,400万円が企業債で、残りは全て一般財源でございます。事業の内容
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につきましては、減圧弁、緊急遮断弁、浄水場監視装置等機械設備の更新工事費等でござい

ます。 

  19ページをお願いいたします。 

  １款資本的支出、２項企業債償還金、ナンバー01企業債償還金につきましては、決算額

4,898万6,646円で、財源内訳といたしましては、その他は一般会計からの繰入金等でござ

います。事業内容につきましては、企業債の元金償還分でございます。 

  次に、たな卸資産購入限度額でございます。決算額は9,570円で、財源内訳といたしまし

ては、全て一般財源でございます。事業の内容につきましては、量水器の購入分でございま

す。 

  再び公営企業会計の決算書42ページをお願いいたします。 

  令和４年度甲斐市簡易水道事業損益計算書でございます。この損益計算書につきましては、

税抜き表示でございます。当年度の事業においてどのような営業活動をしたか、またどれだ

けの成績を上げたかを示したものでございます。 

  また、43ページの簡易水道事業キャッシュフロー計算書につきましては、当年度の事業

における資金の収支の状況、いわゆる現金の流れについて活動を区分してお示ししたもので

ございます。一番下の資金期末残高は、令和４年度末簡易水道事業が保有している現金で

1,487万4,931円でございます。 

  45ページをお願いいたします。 

  令和４年度甲斐市簡易水道事業欠損金処理計算書でございます。これは44ページの剰余

金計算書において、最下段の右から３列目にございますとおり、当年度未処理欠損金が生じ

ていることを表記しております。 

  46、47ページをお願いいたします。 

  貸借対照表でございます。この指標につきましては、事業の資産、負債、資本など保有す

る全ての財産を総括的に示したものでございます。 

  63ページからは簡易水道事業会計決算附属明細書の内容となっておりますので、後ほど

ご確認をお願いいたします。 

  以上で簡易水道事業会計決算の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  説明に対しての質疑を行います。 
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  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） １点だけお願いします。 

  14ページの01番、原水及び浄水費というところで、事業内容で434万4,000円ぐらいかか

っているんですけれども、施設保守点検水質検査委託費というのがうたってあるんですけれ

ども、その施設保守点検の内容と水質検査というのは年何回ぐらいやっているんですか。分

かればお願いしたいと思いますけれども。 

○委員長（長谷部 集君） 深澤上水道施設係長。 

○上水道施設係長（深澤勇也君） お答えいたします。 

  施設点検につきましては、清川浄水場に係る機械関係とか電気関係の保守点検ということ

で委託をさせていただいております。 

  水質検査につきましては、年間に12回行いまして、51項目検査１回、21項目検査が３回、

９項目検査が８回、合計12回ということで検査のほうを実施しております。あと、それ以

外に土日の毎日検査という検査も行っております。 

○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） これだけ細かく検査する、今まではもう何か問題があったということ

は１回もないですね、水のことで。水質検査で悪かったよ、駄目だよということはないです

ね。 

○委員長（長谷部 集君） 中澤課長。 

○上下水道工務課長（中澤一昭君） お答えします。 

  過去には、そのような結果をいただいたことはございません。 

○委員（ 口孝之君） ありがとうございました。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 大分一般会計から繰り入れているようですが、起債の元金だ、何だか

んだみんな入れてどのくらい年間に出ているんでしょうか、一般会計から。 

○委員長（長谷部 集君） 藤井上水道総務係長。 

○上水道総務係長（藤井亮一君） お答えします。 

  一般会計からの繰入金なんですけれども、年間の合計で7,309万646円となっております。 
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  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 簡易水道の利用者は何名か、何件か、どちらでもよろしいですが、お

願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 藤井係長。 

○上水道総務係長（藤井亮一君） 期末の給水人口ということなんですけれども、令和５年３

月31日現在で836人です。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 小澤委員。 

○委員（小澤重則君） ありがとうございました。 

  これお金が出るのはしようがないと思います、水道を止めるわけにはいかないんですから。

なるべくかからないようにお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） １点教えていただきたいんですが、公営企業会計決算書のほうの38

ページ、収入の部で営業外収益、これ8,000万とあるんですけれども、どのような、内容的

には何を指しているか。 

○委員長（長谷部 集君） 藤井係長。 

○上水道総務係長（藤井亮一君） お答えします。 

  先ほどもちょっとお話しさせていただいたんですけれども、他会計補助金ということで、

一般会計の補助金が約5,500万で、あと長期前受金ということで、帳簿外の収入になるんで

すけれども、こちらが2,500万程度になります。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、委員の質疑を終了いたします。 
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  これより本委員会に付託をされました認定第11号 令和４年度甲斐市簡易水道事業会計

決算認定の件について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより本案について採決を行います。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり認定すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、認定第11号 令和４年度甲斐市簡易水道事業会計決算認定の件を終了いたしま

す。 

  次に、認定第12号 令和４年度甲斐市下水道事業会計決算認定の件を議題といたします。 

  なお、下水道事業報告書及び下水道事業決算書について、説明及び質疑は一括で行いたい

と思います。 

  それでは、下水道事業報告書及び下水道事業決算書について、一括で説明を求めます。 

  梅原公営企業部長。 

○公営企業部長（梅原 剛君） それでは、続きまして、令和４年度甲斐市下水道事業会計決

算書について説明をさせていただきます。 

  こちらの冊子の88ページをお願いいたします。88ページをお願いします。 

  主な内容につきまして説明させていただきます。 

  １、概況、（１）総括事項の事業状況でありますが、令和４年度は令和３年度に策定した

甲斐市下水道事業経営戦略に基づき、事業の現況と課題等を整理し、使用料改定に向けた検

討を行いました。その結果、持続的かつ安定的な事業運営を行うためには自主財源の確保が

必要であることから、使用料改定を実施することとしたところであります。改定に当たって

は、使用者の負担軽減のため、段階的な改定、令和６年度及び令和10年度を採用すること

とし、今後、改定の実施に向けた事務を進めてまいります。 

  次に、汚水処理状況等の詳細につきましては、この後説明させていただきます。 
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  続きまして、90ページをお願いいたします。 

  （２）経営指標に関する事項でございます。 

  経営指標の推移、アの経営の健全性、効率性でありますが、８つの項目を表により数値を

示しております。 

  表中の令和４年度の欄でありますが、①の経常収支比率につきましては103.24％と前年

度より2.79ポイント増となりましたが、100％を超えており、経営状況は健全な水準でござ

います。 

  ⑤経費回収率は非常に低く、経営に必要な経費を使用料で賄えてはおりません。 

  なお、91、92ページは、ただいま説明させていただきました経営指標のグラフでござい

ます。 

  次に、93ページをお願いいたします。 

  イの老朽化の状況でございますが、令和４年度の欄になりますが、③の管渠改善率につき

ましてはゼロ％と低い状況でありますが、今後計画的な管路更新を図ってまいります。 

  続きまして、決算書の詳細書につきましては、課長から説明させていただきます。 

○委員長（長谷部 集君） 寺島上下水道業務課長。 

○上下水道業務課長（寺島 信君） それでは、下水道事業会計の決算書の詳細につきまして

ご説明申し上げます。 

  公営企業会計決算書の94ページをお願いいたします。 

  まず初めに、（３）議会議決及び認定事項でございます。令和４年度補正予算の案件が４

件、令和３年度決算認定が１件、令和５年度当初予算の案件が１件、計６件を上程させてい

ただきました。 

  （４）行政官庁の認可事項につきましては、令和４年度下水道事業債の申請を山梨県に提

出し、認可をいただいたものでございます。 

  （５）職員に関する事項につきましては、令和４年度の人員総数は前年度と同じでありま

すが、１名定年退職により再任用職員に変更となっております。 

  （２）工事、（１）建設改良工事の概況につきましては、96ページの一覧表の内容とな

っております。管渠布設工事が15件、合計施工延長が2,878.25メーター、管路耐震化工事

が双葉、志田地内で１件、汚水ます設置工事が55件、汚水ます改修工事が３件でございま

す。この管路耐震化工事につきましては、地震などの災害時に地盤の液状化によるマンホー

ルの浮上防止対策や管の接続部分の離脱防止対策など措置を講じる工事となっております。
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詳細につきましては、後ほど決算参考資料ナンバー９にて説明をさせていただきます。 

  次に、95ページをお願いいたします。 

  ３、業務、（１）処理状況についてであります。 

  主な点のみの説明とさせていただきます。 

  まず初めに、処理区域面積につきましては、令和４年度末1,296.24ヘクタールで、昨年

に比べて5.72ヘクタールの増となりました。普及率につきましては、甲斐市全体の人口に

対する処理区域内の人口の割合で78.43％で、昨年度に比べて0.23ポイントのアップとなり

ました。水洗化率につきましては、処理区域内の人口に対する下水道接続世帯の人口割で

87.79％で、昨年に比べ0.64ポイントのアップとなっております。その下、有収水量は１年

間で552万835立米で2,267立米の増、有収率は94.61％で0.14ポイントのアップとなってお

ります。 

  次に、（２）事業収入に関する事項と（３）事業費に関係する事項につきましては、129

ページに円グラフでお示ししたとおりでございます。上の円グラフ、収益的収入に関しまし

て、約半分程度が他会計補助金、つまり一般会計からの繰入金となっており、依存度の高い

状況が続いております。また、下の円グラフ、収益的支出につきましては、この後、決算参

考資料ナンバー９にてご説明申し上げます。 

  次に、96ページをお願いいたします。 

  ４、会計、（１）重要契約の要旨につきましては、１件300万円以上の設計委託及び工事

をまとめたものでございます。 

  次のページ、97ページは、（２）下水道事業に関する企業債の概況でございます。これ

は借入残高の一覧表であります。令和４年度に借り入れた額は、財政融資資金の２億9,850

万円と、銀行等引受地方債の6,530万円の計３億6,380万円で、令和４年度中に償還した額

が９億7,174万6,585円であります。借入先につきましては、財政融資資金が107件、地方公

共団体金融機構が124件、かんぽ生命が20件、銀行等引受地方債が21件の計272件で、年度

末残高が110億7,892万2,752円でございます。 

  なお、企業債の明細につきましては、106ページから127ページに掲載してございますの

で、ご確認をお願いいたします。 

  それでは、公営企業会計の決算書74、75ページをお願いいたします。 

  令和４年度甲斐市下水道事業決算報告書の（１）収益的収入及び支出についてでございま

す。 
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  まず初めに、収益的収入でございます。 

  １款下水道事業収益の決算額は16億3,588万7,193円で、内訳といたしましては、１項営

業収益が決算額５億6,779万9,778円、２項営業外収益、決算額が10億6,806万8,563円、３

項特別利益が決算額１万8,852円でございました。 

  次に、その下の表、収益的支出でございます。 

  １款下水道事業費用の決算額は15億7,744万1,345円で、内容といたしましては、１項営

業費用が決算額13億1,705万4,197円で、２項営業外費用が決算額２億604万413円、３項特

別損失、決算額が34万6,735円で、４項予備費の支出はございませんでした。 

  ここからの支出の詳細につきましては、決算参考資料ナンバー９でご説明差し上げます。 

  それでは、決算参考資料の20ページをお願いいたします。 

  収益的支出の詳細であります。 

  １款下水道事業費用、１項営業費用、ナンバー01管渠費につきましては、支出済額4,528

万1,910円で、財源内訳といたしましては、その他は一般会計からの繰入金と積算システム

の負担金で、残りは一般財源でございます。主な事業内容につきましては、下水道職員人件

費、マンホールポンプの維持管理経費、下水道台帳管理システム等保守点検業務や水質検査

業務委託、ポンプ等交換工事費等でございます。 

  次に、21ページをお願いいたします。 

  同じく１項営業費用ナンバー02受託工事費につきましては、支出済額123万4,200円で、

財源内訳といたしましては、その他は県の工事の移設補償金で、残りは一般財源でございま

す。 

  次に、ナンバー03業務及び総係費につきましては、21、22ページの２ページにまたがっ

ておりますが、支出済額１億3,167万3,801円で、財源内訳といたしましては、国・県支出

金は社会資本整備総合交付金、その他は一般会計繰入金で、残りは全て一般財源でございま

す。主な内容といたしましては、下水道職員の人件費、下水道使用料徴収業務委託、また料

金改定に伴います業務委託、長寿命化を目的といたしますストックマネジメント計画の作成

業務委託ほか、会計システムのリース料や負担金手数料等でございます。 

  次に、その下、ナンバー04流域下水道維持費につきましては、支出済額３億6,611万

4,925円で、財源内訳といたしましては、全て一般財源でございます。主な内容といたしま

しては、県の施設でございます釜無川流域下水道浄化センターの維持管理費に対する負担金

でございます。 
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  次に、ナンバー05減価償却費につきましては、支出済額８億2,674万9,361円で、財源内

訳といたしましては、全て一般財源でございます。 

  次に、ナンバー06資産減耗費につきましては、支出がございませんでした。 

  同じくナンバー07その他営業費用につきましても、支出がございませんでした。 

  23ページをお願いいたします。 

  １款下水道事業費用、２項営業外費用、ナンバー01支払利息及び企業債取扱諸費につき

ましては、支出済額１億8,364万2,413円で、財源内訳といたしましては、その他は一般会

計繰入金で、残りは全て一般財源でございます。主な内容につきましては、公共下水道の建

設費の財源として借入れいたしました企業債の償還利子と一時借入金の償還利子でございま

す。 

  次のナンバー03雑支出はございませんでした。 

  ナンバー05消費税及び地方消費税につきましては、支出済額2,239万8,000円で、財源内

訳といたしましては、全て一般財源でございます。主な内容といたしまして、令和４年度分

の消費税としての納付分でございます。 

  次に、３項特別損失、ナンバー04過年度損益修正損につきましては、支出済額34万6,735

円で、財源内訳といたしましては、その他は一般会計からの繰入金で、残りは全て一般財源

でございます。主な内容といたしましては、使用料の過年度還付及び過年度調定更正分であ

ります。 

  次に、４項予備費、ナンバー01予備費の支出はございませんでした。 

  それでは、再度、公営企業会計決算書に戻っていただきまして、76、77ページをお願い

いたします。 

  （２）資本的収入及び支出につきましてご説明申し上げます。 

  まず初めに、資本的収入でございます。 

  １款資本的収入の決算額は８億8,728万4,006円で、内訳といたしましては、１項企業債

が決算額３億6,380万円、４項負担金、決算額が4,939万8,006円、５項国庫補助金、決算額

が１億812万1,000円、７項補助金、決算額が３億6,596万5,000円でございます。 

  次に、その下の表、資本的支出でございます。 

  １款資本的支出の決算額は14億449万9,468円で、内容といたしましては、１項建設改良

費が決算額４億3,275万2,883円、２項企業債償還金、決算額９億7,174万6,585円でありま

す。翌年度への繰越額につきましては１億3,869万2,400円で、不用額につきましては7,811
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万1,132円であります。 

  なお、資本的支出に対する資本的収入の不足額の補塡内容につきましては、77ページの

表の下に記載しておりますので、ご確認をお願いいたします。 

  ここからの支出の詳細につきましては、再度、決算参考資料のナンバー９でご説明させて

いただきます。 

  それでは、決算参考資料ナンバー９の24ページをお願いいたします。 

  資本的支出の詳細でございます。 

  １款資本的支出、１項建設改良費、ナンバー01建設工事費につきましては、支出済額３

億9,415万7,250円で、財源内訳といたしましては、国・県支出金は社会資本整備総合交付

金、企業債につきましては、公共下水道事業債、その他につきましては、田富町敷島線の道

路整備に伴います工事負担金と一般会計からの繰入金で、残りは全て一般財源でございます。

主な内容につきましては、下水道施設係の職員人件費及び公共下水道工事、また実施設計業

務委託等でございます。 

  次に、ナンバー03流域下水道建設負担金につきましては、支出済額3,859万5,638円で、

財源内訳といたしましては、企業債が流域下水道事業債、その他につきましては一般会計か

らの繰入金、残りは全て一般財源でございます。主な内容といたしましては、釜無川流域下

水道への建設負担金でございます。 

  次に、１款資本的支出、２項企業債償還金、ナンバー01企業債償還金につきましては、

支出済額９億7,174万6,585円で、財源内訳といたしましては、企業債が公共下水道事業債、

その他につきましては一般会計からの繰入金で、残りは全て一般財源でございます。主な内

容といたしましては、下水道事業債の償還元金となっております。 

  以上が資本的支出の内容であります。 

  再び、公営企業会計決算書の78ページをお願いいたします。 

  損益計算書につきましては、税抜き表示でございます。ここでは当年度の事業においてど

のような営業活動をしたか、どれだけの成績を上げたかを示したものがございます。 

  次の79ページのキャッシュフロー計算書につきましては、当年度の事業における資金収

支の状況、いわゆる現金の流れを活動ごとに区分してお示ししたものでございます。一番下

の資金期末残高が令和４年度末に下水道事業として保有している現金１億5,283万5,368円

となります。 

  81ページをお願いいたします。 
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  剰余金処分計算書（案）でございます。 

  前のページ、80ページの剰余金計算書の最下段にあります当年度未処分利益剰余金の

4,946万2,391円を新たに建設改良積立金へ積み立てることについてお伺いするものでござ

います。 

  82、83ページをお願いいたします。 

  貸借対照表につきましては、事業の資産、負債、資本など保有する全ての財産を総括的に

お示ししたものでございます。 

  100ページからは、下水道事業会計決算附属明細書の内容となっておりますので、後ほど

ご確認をお願いいたします。 

  以上で下水道事業会計の決算の説明は終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお

願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） お疲れさまでした。 

  説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） 一番最後のページの24ページ、01番の建設工事費です。建設工事費

の支出金額が約３億9,400万ぐらいかかって、事業内容はここにうたってあるんですけれど

も、一番大きな金額のところだけお聞きしたいと思います。 

  ３番目の公共下水道管布設工事15工区ということになっておりますけれども、これ15工

区で、もしできたら地区別の内訳と施工した総延長をお知らせください。 

○委員長（長谷部 集君） 地区別というのは、竜王で幾つとかそういう旧町単位の地区です

か。 

○委員（ 口孝之君） はい。 

○委員長（長谷部 集君） 櫻田下水道施設係長。 

○下水道施設係長（櫻田隆樹君） お答えします。 

  公共下水道管渠布設工事15工区の地区別内訳ですが、竜王地区９工区、敷島地区５工区、

双葉地区１工区となっております。また、それぞれの施行総延長につきましては、竜王地区

1,845.86メーター、敷島地区858.89メーター、双葉地区173.50メーターとなっております。 
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○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 分かりました。ありがとうございました。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 決算参考資料の24ページなんですけれども、釜無川流域下水道建設

負担金というのが上がっているんですけれども、この負担金というのは今後もこの金額でい

くんでしょうか。それとも上がっていく予定でしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 松井下水道総務係長。 

○下水道総務係長（松井 崇君） お答えします。 

  釜無川流域下水道建設負担金につきましては、毎年度、翌年度の工事箇所を県のほうから

示してまいりますので、金額のほうは一定ではございません。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） この負担金を企業債で賄うということになっているみたい、主に。こ

の企業債というのは、毎年この企業債を発行していくことになるんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 松井係長。 

○下水道総務係長（松井 崇君） お答えします。 

  流域下水道建設負担金につきましては、企業債の発行のほうが認められておりますので、

財源として発行を継続していきたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 決算書の95ページなんですけれども、水洗化率が87.79％と出ている

んですが、このＣのところが処理内区域水洗化人口というのは、これは全て下水道につない

でいるんでしょうか。それとも単独浄化槽の家庭分も含まれているんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 松井係長。 

○下水道総務係長（松井 崇君） お答えします。 

  Ｃの処理区域内水洗化人口につきましては、全て公共下水道に接続しているお宅の人口に

なります。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 
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○委員（谷口和男君） じゃ、公共下水道だけじゃないわけですか。 

○委員長（長谷部 集君） 全て公共下水道かという質問です。 

  松井係長。 

○下水道総務係長（松井 崇君） お答えします。 

  全て公共下水道に接続している人口になります。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 最後128ページなんですけれども、企業債年度別償還表というので令

和５年度、これが13億7,000万ぐらいになって、あとは減っているんですけれども、この令

和５年度が多いというのは何か理由があるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 質問分かりますか。 

  松井係長。 

○下水道総務係長（松井 崇君） お答えします。 

  令和５年度の元金の合計欄のことだと思うんですけれども、令和５年度に発行いたしまし

た公共下水道事業のうち、繰り越していっている事業に対して借りているものがございまし

て、そちらが工事が完成した暁には、令和４年度に借りたものが一応短期的な資金で一時的

に借りていますので、令和５年度に繰り越したときに帳簿上、借り直すということになりま

すので、ここの元利合わせて13億の中にその一応帳簿上、借り直す金額が入っているので、

一時的に金額が膨れております。 

○委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） じゃ、令和５年度に繰り越した分が仮に入っているということで、今

後、令和６年に仮に令和５年から繰り越したりすると、またちょっと増えるとかそういうこ

ともあり得るんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 松井係長。 

○下水道総務係長（松井 崇君） お答えします。 

  繰越し事業があった場合、これと同じように一時的に帳面上、元金の償還額が一時的に帳

面上増えることはございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようでしたら、以上で委員の質疑を終了いたします。 

  これより本委員会に付託をされました認定第12号 令和４年度甲斐市下水道事業会計決
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算認定の件について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する反対者の発言を許します。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 令和４年度甲斐市下水道事業決算に対して、反対の立場で討論に参加

いたします。 

  日本共産党甲斐市議団、谷口和男です。 

  まず、この決算書では、使用料改定を実施するとしたところということで、使用料の値上

げが予定されております。このことに関してまず最初に申し上げたいのは、下水道事業の公

益性の問題です。下水道事業受益者と負担というだけでなしに、やはり自分たちが出す生活

雑排水、これを処理していくということで、接続している人だけでなく、市民全体で負担し

ていく必要があると思います。この中で、他会計一般会計からの負担が49％、それが問題

になっているようなんですけれども、それはやむを得ないものと考えます。 

  ２つ目が、こちらの経営の問題です。こちらの経営で今値上げをすれば、一応今87％区

域内で接続水になっておりますけれども、これが伸びるのが遅くなってしまうのではないか

ということで、単独浄化槽に比べて使用料金が上がってしまえば、そちらの接続する人が少

なくなってしまうのではないかということで、県にとって決してプラスにはならないと思い

ます。まずは接続戸数を最大限増やして、それから料金改定に臨むべきだと思います。 

  ３つ目が、この企業会計で継続が可能なのかということが非常に疑問に思っております。

釜無川流域下水道の建設費の償還、これもありますし、使用料も５億円あります。それに企

業債の償還、これも先ほど令和５年度では13億、これを本当にこの企業の使用料収入だけ

でやっていけるのか疑問です。これは、国なり県なりに補助を求めていく必要があると思い

ます。 

  以上、この３点からこの決算書に対して反対の立場で討論いたします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか討論はございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） これで討論を終わります。 

  これより本案について採決を行います。 

  本案は起立により採決をいたします。 

  本案に賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 
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○委員長（長谷部 集君） ありがとうございました。 

  起立多数です。 

  よって、本案は原案のとおり認定するべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、認定第12号 令和４年度甲斐市下水道事業会計決算認定の件を終了いたします。 

  以上で、本委員会に付託されました議案の審査は全て終了いたしました。 

  委員各位におかれましては、延べ５日間にわたる慎重審査、誠にご苦労さまでした。 

  なお、９月19日に配付をいたしました令和６年度当初予算への要望書につきましては、

所管する常任委員会、特別委員会の事業で最も重要なものを１事業選定の上、10月13日金

曜日正午までに事務局へ提出をお願いいたします。 

  また、９月28日木曜日は午後２時から議会運営委員会、２時30分から全員協議会、３時

から本会議となります。 

  クールビズ期間ではありますが、議場での上着着用はお願いをいたします。 

  以上をもちまして、決算審査特別委員会を閉会といたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午後 ４時０６分 


